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１　困ります、お客様

２　急ごしらえの花嫁さん

３　新妻以上恋人未満

４　そして本物になる









１　困ります、お客様








　予定よりも随分時間が遅くなってしまった。

　穂ほ乃の果かは最後の確認を済ませ、時計に視線をやる。何度見ても、無情にも時刻は間もなく二十時を回ろうとしていた。

　──契約では十八時に撤収しているはずなのに……でもまぁ、仕方ないよね。

　今日の依頼は四件。普段より一件多い上に、トラブル続きだった。

　坂さか本もと穂乃果の仕事は家事代行サービスだ。

　一年前までは企業に勤める一般的な事務職ＯＬだったが、現在は叔母の起こした会社で働かせてもらっている。

　ぼちぼち仕事には慣れてきたところではあるものの、本日は突然捻じ込まれたオプションもあり、想定より少しずつ予定が押して最終的にはこんな時間だ。

　何より、三件目の仕事を終えた後、ここへの道中で事故による交通規制に巻き込まれたのが痛かった。迂回路を探ろうにも都会の住宅地は一方通行が多い。

　結局不用意に曲がった先で道を見失い、散々迷った末ようやく元の通りへ戻れた次第である。

　──そうでなくても、運転は苦手だから焦ったわ……いちいち道が細すぎるよ。車体を擦らなくてよかった……

　穂乃果が務める会社が提供するサービスは家事全般。従業員のスキルを活かして派遣される。その中で穂乃果が主に担うのは掃除。料理はあまり得意ではなかった。

　だいたい一回二時間ほどで、指定された場所を磨き上げる。多い依頼は、トイレやバスルーム、キッチンなどの水回り。

　黙々と汚れを落とし、目に見えて綺麗になるのが実感でき、仕事を真面目にやった分だけ結果を得られるのは、とても気持ちがいい。自分に向いているとも思っていた。

　──何よりも、一人で最初から最後まで仕事が完結しているところがいい……

　他者との会話もなければ、顔を会わせる必要もない。

　基本的には家主から鍵を預かって、不在の間に頼まれたことを済ませるからだ。信用がないと成り立たない仕事ではあるが、今のところ叔母の会社の評判はよく、大半の依頼者はリピーターだった。

　穂乃果が今いる家も、常連の顧客の一人だ。週に一回、十六時から十八時の間に二時間の清掃を請け負っているのだが──

　色々あって、今夜は既に二十時過ぎ。速やかに退散しなくてはと若干焦りつつ、穂乃果は使用済みの掃除道具を纏めた。

　──まぁ、ここの住人である依頼主は、毎晩帰宅が二十二時過ぎだと聞いているから、慌てて退散しなくても大丈夫だとは思うけど……疲れたな。

　いつもなら、会社に報告も終わって家路についている時刻だ。

　社長である叔母には帰社が遅れることを連絡してあるものの、きっと気を揉んでいるだろう。それに、あまり遅い時間帯に業者が出入りしていては、客側も気分がよろしくないかもしれない。

　本当なら、夕刻には帰っているはずの人間が居座っているなんて思われたら、会社の評判にも傷がつきかねないではないか。

　穂乃果は軽く肩を回しながら、玄関へ続く廊下を急いだ。

　何はともあれ、早く帰ろう。

　この部屋の家主とは、契約時に一度顔合わせをしただけだが、とても不愛想な成人男性だった。

　男性の一人暮らしでは清掃が行き届かないこともあり、定期的に家事代行サービスを依頼する人は少なくない。時にはゴミ屋敷化している部屋の不用品処理を頼まれることもあった。

　とは言え、ここの依頼人──城き嶋しま優ゆう司じは片付けられないタイプではなく、あくまでも仕事が忙し過ぎて手が回らないだけのようではあるが。

　──いいお客様だよね。週一で頼んでくださるから、頑固汚れもないし、煩い注文もしてこない。色んなものを出しっぱなしにして部屋を散らかすわけでもないんだから、本当は綺麗好きなんだろうな……

　穂乃果はぼんやりと彼、優司のことを思った。

　二十九歳にして大手企業の課長。

　自分も中堅どころに務めていたから分かるけれど、二十代にして役職付きになるのは、相当優秀で仕事ができる人間でないと不可能だ。

　そりゃ毎晩帰宅が遅くなるのも当然である。

　おそらく収入面は同年代と比べても、かなり高いのではないか。そうでなければ都内の立地がいい場所にこんな広い部屋は借りられないし、更に週一で家事代行サービスを頼めるとは思えなかった。

　いわゆる、勝ち組。

　その上人目を引く端正な容姿を兼ね備えているとなれば、まさに選ばれし人間であるのは間違いない。

　サラサラの黒髪に切れ長の瞳。意志の強そうなきりっとした眉。高い鼻梁と上品な口元。

　肌は何か特別なケアでもしているのかと羨むほどスベスベかつ艶々だった。爪の形まで麗しいとはどういうことだ。

　長い手足に理想的な引き締まった体型。きっと会社でもさぞやモテモテに決まっている。

　端的に言えば、彼は穂乃果がこれまでの人生でお目にかかったことがないほどのイケメンだったのだ。

　仮にモデルと名乗られれば信じてしまった気がする。

　それくらい、圧倒的な美形だった。

　──もっとも、私の人生には関係ないけどね……

　所詮、お客様とサービス提供者だ。

　初回に挨拶して以降、今後も特に会う機会はない。──はずだったのだが。

　今まさに穂乃果がドアノブに手をかけようとした瞬間、ガチャリと扉の解錠音が玄関に響いた。

　反射的に動きの止まった穂乃果の眼前で、ゆっくり扉が開く。

　唖然としたまま固まっていたせいで、帰ってきた人物──城嶋優司と完全にお見合い状態になってしまった。

「え……」

　穂乃果も驚いたが、当然相手も吃驚したのだろう。何せ一人暮らしの部屋に帰宅したら、よく知らない女がいきなり玄関先に立っていたのだから。

　だが一瞬身体を強張らせたものの、社名が入ったつなぎ姿を見て、彼はすぐに穂乃果が契約している家事代行サービスの従業員だと認識したらしい。

　ほっと息を吐いて軽く頭を下げてきた。

「……どうも。今日は随分遅いんですね」

「あ、あのっ、……お、お帰りなさいませ」

　狼狽するあまり、おかしな返事をしてしまった。自分の家でもないのに、何が『お帰りなさい』だ。そのせいで余計に動揺した穂乃果は、一層慌てふためいて視線を泳がせた。

「す、すみませんっ、少々トラブルがありまして……っ、今！　もう帰るところです！　あ、トラブルと言っても、別にここで何かを壊したとかではなく……っ」

　事実を述べているだけなのだが、何故か言葉を重ねるほどに嘘臭くなる気がした。

　まるで疚しいみたいではないか。

　何か失敗して、それを隠蔽するのに時間がかかったかのようだ。当然そんな事実はないわけだが、いつもより二時間以上も遅い時間まで作業をしていたため、どうも言い訳めいてしまった。

　実際、穂乃果が言い募るほど優司の双眸が胡乱なものに変わってゆく。

「……掃除をしっかりしてくれれば、構いませんが」

「それはもう、心を込めて磨かせていただきました……！」

　愛想のない美形は怖い。

　表現し難い迫力がある。醸し出す圧が重苦しく、穂乃果は背中に嫌な汗が滲むのを感じた。

　──気まずい……！　どうして今夜に限ってこんなに早く帰ってくるの？　終電になるのも珍しくないって聞いていたのに……っ

「それはご苦労様」

「あ、その、では失礼します……」

　彼は労いの言葉を吐きつつ、笑顔などは一切ない。むしろ『早く帰れ』と言われている錯覚に苛まれた。

　さながら鋭利な刃物だ。美しい外見に見惚れそうになるけれど、触れるのは躊躇われる。迂闊に手を伸ばせば、こちらが痛い目を見そうな心地がした。

　──本来、私たちの仕事は家主が不在の間に終わり、顔を合わせることはないものね……仕事で疲れて帰ってきて、いないはずの人間がプライベートスペースにいたら、それは不愉快だよね……ごめんなさい！

　穂乃果はペコリと頭を下げ、優司の横をすり抜けようとした。しかしその刹那、彼がふらりとよろめき身体がぶつかる。

「きゃ……っ」

　瞬間、彼から濃厚なアルコールの匂いが漂った。

　優司の顔色はごく普通で、言語も明瞭だったのですぐには分からなかったけれど、どうやら彼は強かに酔っているらしい。

　その証拠に、足元はややおぼつかなかった。

「大丈夫ですか？」

「ああ……」

　不安定に揺れる男の身体を咄嗟に支え、穂乃果は改めて優司を見つめた。

　微かに目尻が赤い。焦点もいまいち合っていない。体温が高く、彼は気怠そうに前髪を掻き上げた。

「何でもない」

　さも面倒そうに脱ぎ捨てられた革靴は、揃えられることもなく片方が裏返っている。

　通常なら、穂乃果が片付ける必要もないほど几帳面にシューズボックスへ並べられているのとは大違いだ。しかもそのまま鞄や上着などを転々と放り出しながら、優司は洗面所へ向かっていった。

　廊下の壁にぶつかりつつも、手洗いうがいはしっかりするつもりなのか。

　やや呆れ気味にその後姿を見送って、穂乃果は自分が帰るタイミングを逸していることに気がついた。

　──え……どうしよう。何だか危なっかしくて心配になる……

　だが、お節介するのもおかしい。酔っ払いの介抱は己の仕事ではないためだ。

　迷いながらも穂乃果が帰ろうとした時。

　ガタンッという大きな物音と共に何かが倒れる振動があった。焦って振り返れば、そこには膝をつく優司がいる。

　脚が縺れたのか、彼はその場で口元を押さえてえずきそうになっていた。

「ちょ……っ」

　つい先刻、綺麗に掃除したばかりの場所に嘔吐されては堪らない。

　穂乃果は慌てて靴を脱ぐとバスルームに駆け込み、洗面器を持って優司に差し出した。

「は、吐くならこっちに……！」

　しかし彼の背中をしばらく撫でていると吐き気は治まったらしい。

　肩で息をしながらも、優司は背中を壁に預け疲れた様子で目を閉じた。

　──何があったのか知らないけど、こんなに飲むなんて……クールな人だと思っていたのにイメージが違うな……

　一度しか対面していないので、彼の詳しい為人を穂乃果は知らない。勝手な印象としては、プライドが高く理知的な男性だと思っていた。

　少なくとも、人前で酔い潰れるような醜態を晒すタイプではないと認識していたのだが、どうやら違ったようだ。

　よく無事に帰れたなと思うレベルで酩酊している姿を目の当たりにすると、呆れと心配が同時に押し寄せてきた。

「城嶋さん、落ち着いたならベッドへ行った方がいいですよ。水を持ってきましょうか？」

　このまま彼を放置して立ち去る気になれず、穂乃果は生来のお節介を発揮してしまった。

　正直なところ酔っ払いの相手はしたくないが、このままにしておくのも不安だ。風邪を引いたら可哀想だし、吐しゃ物が喉に詰まったりすれば一大事である。

　せめてどうにか寝室へ移動させたいと思案していると、優司の頭がグラグラと揺れ出した。

「あ、ここで眠っちゃ駄目ですよ。私一人では運べませんからね。立てますか？」

　けれど穂乃果の声は彼に届いていないのか、優司が動いてくれる気配は一向にない。

　それどころか身体を丸めるようにしてその場で膝を抱えてしまうではないか。

「城嶋さん、しっかりしてください……！」

　小さく丸まられても、成人男性はやはり大きい。特に彼は高身長だ。穂乃果一人で立ちあがらせるのはどう頑張っても不可能。

　しかも手間をかけさせられているのに、優司はそれでもイケメンだった。

　──普通、酔うと顔が脂ぎって真っ赤になったり、だらしなく崩れたりするものなのに……格好いいままって反則じゃない？

　別に穂乃果は面食いではない。むしろ並外れた美形には畏れを抱く性格だ。

　それでも伏せられた長い睫毛や、微かに染まった色気のある頬には、目を奪われずにはいられなかった。

　僅かに乱れる呼吸すら、官能的だ。崩れた前髪が額に落ちかかり、中途半端に緩められたネクタイが妙に淫靡に映る。物憂げな様子は絵になると言っても過言ではなかった。

　──いや、そんなことを考えている場合じゃなくて……！

　奥手で一度も異性と交際したことがない穂乃果は、合コンや飲み会でも男性と親しくした経験がない。

　そのせいで、こんな風に酔った男の世話を焼いたこともなく、どうすればいいのか分からず混乱し、困り果てて洗面器を抱えたまま途方にくれた。

　──心苦しいけど、やっぱりこのまま帰るしかないかな……？　私にできることは何もないし──

　役立たず。

　そんな言葉が穂乃果の脳裏を巡り、つい拳を握り締めた。

　やっと心の奥底に封じた黒い記憶が、ざわざわと蠢く。

「……ぁ……」

　この感覚は駄目だ。囚われては一年間の努力が無駄になる。どうにかしてやり過ごそうと穂乃果が大きく息を吸い込んだ時。

「──ちゃん……」

　絞り出したような切ない呟きが、穂乃果の耳を擽った。

　片手で頭を抱えた優司は俯いており、その表情は窺い知れない。だが、彼の肩が小刻みに震えていた。

「城嶋さん……？」

　穂乃果の両親は離婚しており、父は幼い頃に出て行ったきりだ。兄弟もおらず、それ故、男性にはとことん縁がない。

　だから嗚咽を堪える男の人を前にするのも、これが初めてだった。

「……くそ……っ、おばあちゃん……っ」

　──え？　おばあさん？

　くぐもった声は、上手く聞き取れなかった。それでも、優司が誰かを思って涙を流していることは察せられる。それも切実な思いで。

　あまりにも辛そうな様子に激しく気持ちが乱されて、穂乃果は言葉を失った。

　──いったい何があったの……？

　いつもなら深夜まで仕事に打ち込む人が、早い時間に退社し酔って帰宅するなんて、相当のことがあったに決まっている。おそらく素面では耐え切れない事態に直面したのだ。

　そう思いよくよく見れば、彼の掌には赤い痕が幾つもあった。まるで強く拳を握り締めたせいで、爪が食い込んで痣になったように。

「……っく、頼むから……いかないでくれよ……っ」

　声を押し殺し、奥歯を噛み締めて。震える彼の身体は、実際よりも随分小さく見えた。

　もしも今夜穂乃果がこの場にいなければ、この人は一人で泣いたのだろうか。

　たった一人、小さく身を縮めて、極力声すら出さずに。

　今夜はたまたま自分がまだ部屋にいたから電気もついているけれど、本当なら真っ暗なまま冷え切った空気が停滞していたはずだ。

　その中で身体を丸めて静かに泣く男の様を想像し、穂乃果の胸が軋んだ。

　──ボロボロになるくらい飲まなくちゃ、押し潰されてしまいそうだったの……？　それは、とっても辛いよね……

　分かる。

　何故なら穂乃果にも経験があるからだ。

　一年前の自分はほとんど脱け殻だった。

　部屋に引きこもって、何も考えたくなかったし、感じたくもなかった。ただひたすら自己嫌悪に見舞われて、時間が過ぎることだけを祈っていた。

　それ以外、苦痛を和らげる方法が分からなかったためだ。

　いっそずっと眠っていたいと願い、現実と向かい合うのが辛くて苦しくて、どうしようもなかった。

　役立たずの烙印を押された自分には、どこにも居場所はないと思い込み、毎日を無為に浪費する以外生きる方法が見つからない。出口のない迷路で生きながら腐っていく気分だった。

　そんな過去の穂乃果と眼前の優司が重なって見える。

　あの時、自分も一歩間違えれば酒に逃げていたかもしれない。たまたま買い物するために外出することすら面倒で手を出さなかっただけだ。

　酩酊して一瞬でも苦痛から逃げられるのであれば、当時の穂乃果は深酒を繰り返した可能性もあった。

　そんな気持ちがせり上がり、穂乃果は無意識に彼の頭を撫でていた。

　あの当時、もしも誰かが傍に寄り添ってくれたら、どんなに心強かっただろう。

　女手一つで育ててくれた母に心配をかけたくなくて、抱えた悩みは打ち明けられなかった。

　大学の卒業以降友人とは疎遠になっていて、重い相談事を打ち明けられる相手は身近にいない。職場の人間は以ての外。

　何せ穂乃果を追い詰めた張本人たちだ。

　同僚も上司も誰一人味方になってくれず、独りぼっちで毎日窒息してしまいそうだった。

　あの時、僅かな時間でも隣にいて慰めてくれる人がいたならば。

　かつての孤独だった穂乃果を慰撫するつもりで、優司の頭を撫で続ける。すると彼はゆっくりと顔を上げこちらを見た。

　視線がかち合い、呼吸を忘れる。

　時が止まったかのような刹那の静寂。

　見つめ合った眼差しはあまりにも強固に絡み合い、瞬きもできなかった。

　──こんなに綺麗な泣き顔は、初めて見た……

　赤く倦むこともなく、歪むこともなく。ただ透明の滴がハラハラと流れ落ちる。悲しみ以外の感情が抜け落ちた男の双眸は、穂乃果を釘付けにするのに充分だった。

「……おばあちゃん……どうして……っ」

「わ、私は城嶋さんのおばあさんではありませんが……あまり、泣かないでください」

　切れ長の瞳から溢れる涙は美しく悲しかった。

　名状し難い衝動に駆られ、穂乃果は優司の濡れた頬を拭ってやる。男の潤んだ瞳が瞬き、どこか茫洋としたまま穂乃果を視界に納めていた。

　すり、とこちらの掌に彼の頬が摺り寄せられる。それは、他者の温もりを味わおうとしているかの如く感じられた。

　嫌がられていないことに安堵して、穂乃果は空いている片手で優司の乱れた髪を直す。すると彼は強張っていた身体からほんの少し力を抜いた。

　頬に添えた指先には、未だ新しい滴が伝い落ちてくる。その熱が、穂乃果の胸を騒めかせて止まない。

　同情か、哀れみか。それとも庇護欲なのか。どれであっても、切なさに変わりはなかった。

「あの、横になった方がいいですよ。立てますか？」

　穏やかに問いかければ、先ほどとは打って変わり、彼は素直に立ちあがった。

　それでもよろめく身体を支え、穂乃果はどうにか優司を寝室へ連れて行く。そこは清掃しなくていいと言われているので、足を踏み入れたのは初めてだった。

　──思った通り、綺麗好きなんだな……

　ベッドの上はやや乱れていたものの、物が散乱していることはない。余計なものは置かない主義なのか、簡素な印象を受ける一室だ。

　大きなベッドとサイドチェストが置かれている以外、家具らしきものはない。辛うじてラグが敷かれていたが、かなり物寂しい寝室なのは間違いなかった。

「城嶋さん、気持ち悪くはありませんか？」

　余計なお世話かもしれないと思いつつ、穂乃果はコップに注いだ水を枕元に置いた。勿論、その隣には洗面器も設置しておく。

　ベッドに横たわった彼は目を閉じたまま低い呻きを漏らした。

「……何でだよ……やっと楽をさせてやれると思ったのに……」

　寝苦しそうに顔をしかめる優司が哀れで、穂乃果は彼のネクタイを恐る恐る解いた。ついでにワイシャツのボタンも幾つか外してやる。

　こんなことを男性にしたのは初めてでかなり緊張したが、僅かながら優司の表情が和らいだのでホッとした。

　──この様子なら、眠れば酔いも醒めるかな……？

　些か心配は残るものの、いつまでも部屋に居座るわけにもいくまい。そろそろお暇しようかと、穂乃果は腰を上げた。

　──そうだ。ジャケットはハンガーにかけておいた方がいいよね……

　廊下に放置されたままでは皺になってしまう。我ながらお節介だなと思わなくもないが、今更だ。このまま帰れば確実に気になって仕方ないはず。

　脱ぎ捨てられたジャケットを取りに行こうとしたその時。

「──……いかないでくれ……」

　酩酊しているとは思えない素早さで、穂乃果の手首は優司に握られた。

　驚いて彼を見下ろせば、優司は目を閉じたまま穂乃果の手を額に押し当てている。さながら必死の懇願をされているようで、とても振り解くことはできなかった。

「え、き、城嶋さん……？　起きていますか？」

「頼むから……俺を置いていかないで……」

「でも、私帰らなくちゃ……」

　握られた手の力は、存外強い。とは言え、強引に引き剥がすことも可能だったかもしれない。

　だが心情的に無理だ。

　瞑目したまま涙を流し続ける人を前にして、どうしてそんなに無情なことができるものか。

　しかも穂乃果の手に縋る彼は、微かに震えてもいる。

　そんな人を冷たくあしらえる人間なら、きっと自分はもっと楽に生きてこられたに違いない。できないからこそ、貧乏くじを引いてきた。

　そう分かっていても、穂乃果はやはり傷ついている人を放っておけない性分だった。

「……置いていきませんよ……」

　ひょっとしたら優司の言葉は穂乃果に向けて放たれたものではないのかもしれない。先ほどから彼は祖母らしき人に語りかけている。

　まだ二十六歳の自分が、年上男性の祖母に間違われているのは複雑な心地になるが、酔っているならばそういうこともあるだろう。

　穂乃果はベッドの傍らに膝をつくと、優司の頭を片手で撫でた。先ほどこれで彼が欠片でも癒された風に見えたからだ。

「傍に……ここにいます」

　一度顔合わせしただけの、顧客である人の家で、いったい自分は何をしているのかと呆れる気持ちもある。しかしそれ以上に、誰かの助けになれたならと願う思いが穂乃果にはあった。

　サラサラの黒髪に指を遊ばせていると、険しかった優司の顔が少しずつ和らいでゆく。

　止まる気配のなかった涙も、最後のひと滴が頬を伝った。

　だが握られた手首の力は緩まないまま。キュッと込められた力は、痛みこそないものの穂乃果をしっかりと拘束していた。

　──しょうがない……城嶋さんが寝入れば放してくれるだろうし、それまで待とう……

　帰社するのはかなり遅くなりそうだが、いずれ手を放してくれると思い、穂乃果は改めて床に座り込んだ。

　規則正しくなった呼吸音に耳を傾け、優司の寝顔を見守る。

　叔母に連絡できれば指示を仰ぎたいところではあるが、残念ながら穂乃果の携帯は玄関先に掃除道具諸共置いてきてしまった。

　──叔母様……社長には心配をかけちゃうかもしれないけど、一時間もすれば城嶋さんも落ち着くと思うし……

　その程度の時間であれば、痛ましい男性を慰めるのは苦ではない。

　むしろ他者の温もりを感じ、穂乃果の方がどこかホッとしていた。

　──そういえば、こんな風に誰かと触れ合うのは随分久しぶりだな……

　ポスリとベッドに頭を預け、穂乃果は目を逸らした。あまり優司を見つめ続けるのも悪いと思ったためだ。

　無駄なく片付けられた寝室の様子を見れば、彼は几帳面な人なのだと思う。

　ならば想像した通り、普段ならこんな醜態をほぼ初対面の女に晒さないのではないか。だとしたら、酔って記憶が曖昧になっていたとしても、じっくり観察されるのは不快に違いなかった。

　──城嶋さんの手が離れたら、すぐに帰ろう……それで、今夜のことは忘れてしまおう。それがいい。何もなかったことにした方が、お互いのためだよね……

　こんなことで気まずくなって、優良顧客を失っては大変だ。

　叔母の会社に雇ってもらっている身としては、彼女に迷惑もかけられない。

　穂乃果はあまり長くない時間待つつもりで、瞳を閉じた。──のだが。

　何がどうしてこうなった。

　明るい日差しがカーテンの隙間から差し込んでくる。

　すっかり夜が明けた朝の空気は清々しい。けれど多少残るアルコールの匂いに穂乃果が目を覚ませば、そこには愕然とした表情の優司が横たわったままこちらを凝視していた。

「……っ？」

　どちらが驚愕の悲鳴を漏らしたのかは分からない。もしかしたら同時だった可能性もある。

　だがたぶん、双方凍りついていたことは事実だった。

「な、な……」

「ひぇ……っ」

　──どどどどうなっているのっ？　私ったら、キリのいいところで帰るつもりだったのに！　どうしてもう朝なのっ？

　おかしい。適当に撤収する予定だったはずが、何故まだ自分は城嶋優司の部屋にいるのだろう。

　だが、ガッチリ握られたままの手首に気がつき、またもや穂乃果は唖然とした。

　──ええっ？　城嶋さん、朝まで私の手を放してくれなかったのっ？

　穂乃果の視線を追って、彼も自分が女の手首をしっかり拘束していることを悟ったのだろう。そしてこの状況を彼なりに把握したらしい。

「ま、まさか俺が君を襲……っ？」

　可哀想なほど顔色を変え、ものすごい素早さで穂乃果の手を放し、男は上体を起こした。

「申し訳ない、とんでもないことをしでかしてしまった……！」

「え、え？　いや、待ってください。特に何もありませんでした！」

　優司の慌てふためいた様子から、何かとんでもない勘違いをされていることに気づいた穂乃果は、高速で頭を左右に振った。

　確かに自分たちは一夜を共にしてしまったが、そこには何もなかったのだ。

　ただ、同じ部屋で眠っただけ。

　並んでベッドにすら入っていない。こっちは床に座っている。

　言わば一緒の空間にいたのみで、彼が想像しているようなことは、一つもなかった。

「み、見てください、ちゃんと服を着ていますよねっ？　それにほら、男性は酔い過ぎるとできないと聞いたことがありますし……！」

　──私、いったい何を言っているんだろう……

　パニックになっている穂乃果とは別の自分が、至極冷静に冷めた眼差しを向けてくる。

　ピカピカの処女ではあるものの、この年になればそれなりに耳年増にもなる。けれど、聞きかじっただけの知識をお客様に開陳しなければならないのは、どんな拷問だ。

　それも、こんな朝っぱらから。

　しかし動揺する口は止まらない。穂乃果は大袈裟な身振り手振りを付けつつ「誤解しないでください」と強調した。

「城嶋さんが、私みたいな女に手を出すはずがないじゃありませんか！」

　自分で言っていてざっくり傷ついたが、これは事実だ。

　彼ほどのスペックと容姿があれば、女など引く手あまただろう。何も手近にいただけの十人並みの女に手を出す必要はない。まして同意なく強引になどあり得ないと思った。

「だ、だから安心してください」

「どうしてそんな卑下を……いや、でも俺が君を捕まえて帰れないようにしたことは間違いない……っ、二日酔いがひどいが、昨夜のことは朧気に記憶があります……」

「え……覚えていらっしゃるんですか？」

　てっきり優司は酒のせいで忘れていると思っていた。だからこそ穂乃果は、自分が不法侵入だと疑われるのではないかと咄嗟に考えたのだ。

　何せ、目が覚めていきなり隣によく知らない女が眠っていたら、怖いではないか。

　逆の立場なら、泣く。いや、警察に通報しても不思議はなかった。

「断片的ですが……ああ、少しずつ頭がはっきりしてきた……」

　青褪めた額に手を当て、彼は深呼吸している。きっと記憶を整理しているのだろう。

　穂乃果が枕元に置いていた水の入ったグラスを差し出すと、優司はそれを一気に呷った。

「……は……ありがとうございます……だいぶ気分が楽になりました」

「ええと……まだ顔色が悪いです。吐き気はいかがですか？」

「大丈夫です……あ、その洗面器も君が？」

「は、はい。勝手に浴室から持ち出してすみません」

　彼に視線と共に問いかけられ、穂乃果は頭を下げた。いくら掃除を任されていても、勝手に物の場所を移動するのは不味かったかもしれない。

　拘りが強い人なら、寝室に水周りの品を持ってこられるのを嫌がる可能性もあった。

「いや、謝る必要はありません。色々ご迷惑をおかけしたこちらの方が謝罪しないと……」

「別に迷惑なんてかけられていませんよ。そんなことよりも、勝手に泊まってしまい申し訳ありませんでした……」

　どうかこれが原因で叔母の会社との契約を切らないでくれと願いを込め、穂乃果は再度深々と頭を下げた。

　家事代行サービスを依頼してくる客の中には、気難しい人間も大勢いる。

　中にはクレーマーと呼ばれる輩も少なくなかった。

　優司がそういった人種だとは思わないが、顧客を怒らせては大変だ。今後もいい付き合いをしていただくため、穂乃果は低姿勢を貫く所存だった。

「あの、寝室に入ってしまったことも心からお詫びします。ですが誓って他には触れていませんので！」

「そんなことで責めるつもりはありませんよ。面倒をかけたのは、どう考えても俺の方だし──」

「いいえ、私が余計なことをしたばかりに。もとはと言えば、昨日私が道に迷って到着時間が押してしまったせいもあります」

「そもそも論で言えば、どう考えても君を帰れないようにした俺のせいですよね？」

　互いに頭を下げ合って、収拾がつかなくなってきた。

　二人とも『私が』『俺が』と譲らず、最終的に妙におかしくなって同時に吹き出す。

　笑顔になった彼は、無表情の時とも泣き顔とも違い、随分柔らかな印象になった。

　──わ……顔立ちが整った人の笑顔って、破壊力がある……でも、悲しそうに泣いているよりもずっといい──

　昨晩の優司は、見ていて本当に辛かった。

　勿論彼自身はもっと心痛に苛まれていたに決まっている。それは今も、変わらないだろう。だが一晩経って欠片ほどでも辛さが和らいだなら、本当によかったと穂乃果は思った。

「あ、それじゃ私は失礼しますね……」

「待って。いくら何でもこのまま帰らせるのは申し訳ない」

「お気になさらず！　またのご利用をお待ちしています！」

　ベッドから立ちあがろうとする優司を押し留め、穂乃果は急いで寝室を後にした。

　玄関に置いたままになっていた掃除道具を抱え、振り返らずに外へ出る。背後で彼の声が聞こえたけれど、一層小走りになってエレベーターへ向かった。

　──すっかり忘れていたけど、私ったら寝起きの顔をあんなに格好いい人に晒しちゃったんだ……！

　しかも薄いとはいえ化粧をしたまま寝てしまった。これは相当ひどいことになっているはずだ。

　確認したくないが、目やにもついているのではないか。

　──うわぁ……今更だけど、居た堪れない！　城嶋さんは二日酔いのはずなのに朝から完成された美しさだったよ。これって、醜態晒したのは向こうじゃなくこっちの方だよね？　うぅ……お願いします、忘れてください！

　記憶を抹消すべきは穂乃果ではなく、彼にしていただきたかった。

　まさに、穴があったら入りたい。

　悶絶級の羞恥心に苛まれ、穂乃果は逃げるように優司の住むマンションから立ち去った。

　

　

　一週間後。

　穂乃果は優司の部屋で、掃除に勤しんでいた。

　幸いにも、あの後彼から会社へ契約解除の話もクレームも入っていない。

　二、三日の間は何か言われるのではないかと怯えていたけれど、結局何も連絡はなかった。

　そのことにようやく安堵して、あれから一週間後の今日に至る。

　穂乃果の働く家事代行サービスでは、基本的に長期契約のお客様のもとへは同じスタッフが伺うことになっている。その方が互いに信頼関係を築けるという叔母である社長の方針があるためだ。

　穂乃果としても、異論はない。

　それどころか、自分にとっても慣れた家へ派遣される方が気持ちが楽だ。

　初めての家はどこに何があるのか、家人の性格や拘りなどが分からない分、緊張するので苦手だった。相性もある。

　故に叔母の考え方には大賛成なのだが──今日に限って言えば、『担当を交代し、他の人を派遣してほしかった』のが本音である。

　──ああ……大失態を犯した場所へもう一度足を運ぶのは、正直憂鬱……せめてもの救いは、城嶋さんとは会わずに済むことだけど……

　時刻は十八時前。後は道具を片付ければ予定時間内に撤収できそうだ。ならば通常、帰宅が遅い時間になる彼とかち合う心配はあるまい。

　──あの日はお互い運と間が悪かったのよね。だけど二度と顔を会わせないなら、ある意味平穏無事だわ……

　あの夜、優司が何故あんなにも酒を飲んで泣いていたのか、気にならないと言えば嘘だ。けれど穂乃果に詮索する気は毛頭なかった。

　誰だって、知られたくないことの一つや二つはある。それに特別な関係でもない自分に、踏み込める問題ではない。

　それなら会わない間に風化させるのが、大人の処世術だろう。

　──そう考えれば、下手に担当者を変えてもらう方が意識しているみたいで不自然かも……私たちの間には何もなかったなら、あくまでも今まで通りが正しい選択だよね。──うん、これ以上気にするのはやめよう……！

　やや強引に気持ちを切り替えて、穂乃果は最後の点検をした。

　トイレはどこもかしこもピカピカだ。床も壁も除菌した。

　やはり掃除は気持ちがいい。無心になって没頭しているうちに、心の蟠りも綺麗になっていく気がした。

　もっとも、今日は悶々と考え事をしたまま手を動かしていたことは否めないが。

　それでも一応の結論が出たことで肩の荷が少しは下りたのか、どんよりしていた気持ちは楽になった感じもする。

　仮に錯覚だとしても、穂乃果はもう優司について思い悩むことはやめようと決めた。

　彼からは何もリアクションがない──それが何よりの答えだ。『何もなかった』そう優司も言いたいのだと解釈し、忘れるのが一番。

　穂乃果は道具を片付け手洗いを済ませると、満足げに頷いた。

　今日の仕事はこれで終わり。速やかに帰ろうとして玄関扉に手を伸ばす。その時、聞き覚えのある音がした。

　ガチャリ。

　──ん？　デジャブ？

　この解錠音は聞いたことがある。それに目の前で扉が開かれる光景も、以前目撃した記憶があった。その隙間から覗く男の姿にも。

「ああ、よかった。まだいらっしゃったんですね、坂本さん」

「……っ？」

　やや肩で息をして、ホッとする優司の様子は、まるで穂乃果に会うために大急ぎで帰宅したのかと思ってしまう。

　しかも『よかった』なんて言われれば、完全に自分一人の勘違いではあるまい。

　だが、穂乃果には彼にそんなことを言われる覚えは一切なかった。むしろ会いたくないのはお互い様ではないのか。

　あの夜のことは、無事リセットされたとつい先刻結論付けたところなのに。

「な……え、ぁ、ぉ、お帰りなさい……ませ……」

　──いや、だから私の家じゃないってば……！　それより何でこんなに早く帰ってくるの……っ？

　混乱した穂乃果は、前回と同じ失敗をした。どんな立場で『お帰りなさい』なのか。もはや自分自身もわけが分からなかった。

　焦るほど思考は空回り、落ち着きがなくなってくる。もう自分でも何を言っているのか完璧に見失っていた。

「……お仕事、お疲れ様です……」

「うちの会社の定時は、一応十七時なんです。もっとも、その時間に上がったことは先日と今日しかありませんけど」

　こちらの思考を読んだのか、優司はにこやかに説明してくれた。しかし、本当に聞きたいのは、そんなことではない。

「い、急いで帰って来られるなんて、何か用事があったんですね。では私は失礼いたします」

　可及的速やかにこの場から離脱したい。その思いを胸に、穂乃果は彼の横をすり抜けようと試みた。しかし優司は一向にその場をどいてくれる気配がない。

　つまりは出入り口を塞がれている。

　玄関扉は一般的に一つしかないので、穂乃果の脱出口は封鎖されているのも同然だった。

「あの、城嶋さん……？」

「少し、時間はありますか？　坂本さんと話がしたいんだ。君の会社は確か十八時までの依頼受付だから、以降の予約はありませんよね？」

「は、はは……」

　咄嗟に『この後予定がある』と嘘をつける性格であれば容易に切り抜けられたのだろうが、あいにく穂乃果にそんな機転はなかった。

　しかも彼はそこはかとなく圧が強い。あうあうと口を開閉している間に持っていた掃除道具は優司に取り上げられ、半ば強引に家の中へと引き戻された。

　帰りますと一言告げるだけが、こんなにも難しいとは。

　押しに弱い穂乃果に、笑顔で促される誘いを断るのは、あまりにも難易度が高過ぎた。

「ソファーに座っていて。手を洗ってくる」

「はい……」

　帰宅したら、まずは手洗いうがい。やはりそれが彼のルーティンらしい。衛生面に気を配った、大変素晴らしい習慣だ。

　だが水音を聞きながら待つ時間は、とても気が重いものでもあった。

　──一週間泳がせてから、何か苦情を言われるのかなぁ……それとも時間が経ったことで、気づいたことがあるとか……？

　どちらにしてもあまりよい話とは思えず、穂乃果は警戒心を高めた。

　不安からついつなぎの袖口をモジモジと弄る。そうこうしている間に優司はペットボトルのお茶をグラスに注いでくれた。

「あ、ありがとうございます……」

「いえ。こんなものしかなくて、すみません」

　──飲み物を出してくれるってことは、いきなり文句を言われる空気じゃないよね……？

　あの夜、穂乃果は余計なものには触れてもいない。だから何か壊したということもないはずだ。

　それでも入室を許可されていない寝室に足を踏み入れたのは間違いなく、それを問題にされると反論の余地はなかった。

　家主の不在の間に出入りする仕事上、そういった『最初の決め事』はとても重要なのだ。触らないでくれと言われたものを動かすのはご法度だし、入ってはいけないと言われた部屋は、何があっても扉を開けてはならない。

　どんな事情があっても、約束を破れば信用に関わる。下手をすれば盗難の容疑をかけられるなど無用なトラブルを招きかねなかった。

　──だけどあの時は仕方なかったというか……ああでも、リビングのソファーに城嶋さんを寝かせるって選択肢もあったのか……！

　一週間前は考えもつかなかったけれど、己の気の利かなさを罵りたい気分になった。

　どうしてこう、自分は頭が回らないのだろう。

　もっと他にやりようはあったはずだ。本当に役に立たない。

　ズンと気持ちが重くなり、穂乃果は目の前が暗くなる感覚に陥った。

「──で、坂本さんにお願いしたいのですが」

「はい……──え？」

　反射的に相槌を打ったものの、全く聞いていなかった。

　穂乃果が慌てて瞬くと、少し間を開けて隣に座る優司が真剣な面持ちでこちらを見つめている。その真っすぐな視線に、思わず肩が跳ねた。

「す、すみません。ちょっとぼうっとしていて聞き逃してしまいました……あの、もう一度おっしゃっていただけますか？」

「急な話ですから、坂本さんが動揺するのも当然です」

　苦笑する彼は、気分を害してはいないようだった。それでも多少言い淀む素振りを見せている。

　──そんなに言い難いことだったの？

　背中にひんやりとした汗が滲む。同時に大きく心臓が脈打った。

　空気が張り詰めている。悪い想像が穂乃果の頭を駆け巡り、鼓動は加速するばかり。

　嫌な予感に断罪を待つ気分で息を呑むと、優司が意を決したように再び強い眼差しをこちらに据えた。

「……ではもう一度お願いしますね。──坂本さん、どうか……俺の偽物の婚約者になってくださいませんか」

「はいっ？」

　脳内には様々なパターンの叱責や嫌味は想定されていた。しかしそれらどれとも違う台詞に、穂乃果の思考は停止する。

　思いの外大きな声が出てしまったのが、その証拠だ。

　いつもの自分ならどれだけ驚いても、こんなに腹から声は出やしない。妙に低い声音は、とても己のものだとは思えなかった。

「ご、ごめんなさい。また聞き逃してしまったみたいで……いえ、聞き間違えた……？」

「期限はさほど長くならないと思います。精々数か月……それに婚約者を演じてほしいのは、一人に対してだけです。だから坂本さんの周囲に迷惑は掛けないと約束します。勿論、ご家族や友人にも秘密にしていただいて大丈夫です」

「えっ、いやいや無理です！」

　突拍子もない提案に、穂乃果は考えるよりも先に断った。

　こちとら交際経験もない女である。何なら、学生時代同級生の男子ともろくに喋ったことがない有様だ。

　そんな恋愛初心者が、振りとはいえ、一足飛びに『婚約者』を演じるなんて無謀と言うより他にないではないか。

「事情は分かりませんが、ほ、他を当たってください！　城嶋さんならいくらでも協力してくれる女性はいますよね！」

「坂本さんの中で俺がどう思われているのか気になりますが、こんなことをお願いできる女友達なんていませんよ」

　それなら何故、親しくもない穂乃果には頼めると考えたのだ。問い詰めたいところではあるものの、深く突っ込むのも怖い。

　穂乃果は逃げ腰になりながら、じりじりとソファーの上で優司との距離を開けた。

「お、お話がそれだけなら、私は帰らせていただきます……」

「話は終わっていません」

「偽物の婚約者なんてできません！」

「そこを何とか！」

　穂乃果は顔の前で振っていた両手を取られ、文字通り飛び上がった。

　大きな掌に、自分の小振りな手などすっぽり収まっている。だが、一週間前のあの時とは温度も握る強さもどこか違った。

　アルコールによって、優司の理性が曖昧になっていないからか。

　男の焦点がしっかりと自分に据えられ、瞬きをすることも許されなかった。

　喉が干上がる。息の吸い方も忘れてしまいそう。

　穂乃果が声も出せずに硬直していると、ずいっと近づいてきた彼に度肝を抜かれた。

　しかし無理なものは無理だ。

　元来自分は人を騙せる器用な人間ではない。まして婚約者だなんて、ぼろが出るに決まっていた。

　こんなに必死に優司が頼まねばならない事情があるなら、おそらく失敗は許されないことなのだろう。それは、あまりにも荷が重いと感じ慄いた。

「嘘は苦手なんです。だから本当に、私には不可能です！」

「頼む、祖母が亡くなるまでに一度会ってくれるだけでいいんです……！」

　手を握り締めてくる彼を突き飛ばしてでも逃げようとしていた穂乃果の動きは完全に止まった。

　今耳にした内容が、じわじわと心に侵食してくる。

　意味を理解するには、数秒もかからなかった。

「……え……」

「……俺の両親は、俺が三歳になる前に離婚して……親権は父親が持ちました。でも、実際に育ててくれたのは、祖母だ。別れて一年も経たないうちに父は別の女性と再婚して、以来一緒に暮らしたことはありません。だから家族と思えるのは、祖母だけなんです」

　途切れがちに紡がれた言葉は、どれも痛みを伴っていた。

　自分も片親だからこそ、寂しさや辛さが理解できる。それでも穂乃果には全力で愛情を示してくれる母が常に傍にいてくれた。

　しかし優司には父も母も不在だったのだ。いても、関係が希薄だった。

　同情が首を擡げる。

　聞いているだけで胸が軋み、穂乃果は手を振り払うのも忘れ、彼をじっと見返した。

「……その祖母が、余命宣告されました。何か、予感でもあったのか……本人に病状は伝えていないのに、死ぬ前にどうしても俺の妻になる女性に会いたいと言われて……」

　そこで声を詰まらせた優司は、軽く顔を伏せた。だが目尻に光る滴は隠しようもない。

　一週間前のあの夜が、弥が上にも思い起こされた。

　──ああ……だから城嶋さんは……

　きっとあの日、定時で仕事を終えその足で病院に向かい、祖母の容体について医師から説明を受けたのだろう。そしてあまりのショックで、すぐに家に帰る気にはなれなかったのかもしれない。

　酒を飲んで心を落ち着かせようとし、結果的に泥酔した。

　それでも悲しみをごまかしきれず、ああして涙をこぼしていたのだ。

「……っ」

　何か声をかけたいと思うのに、何も言葉が出てこなかった。

　口先だけの慰めなんて何の意味もないことを、穂乃果は知っている。

　彼の受けた傷に本気で寄り添えるほど、自分たちは親しくもない。それなら、どんな発言も嘘臭く薄っぺらなものにしかなり得なかった。

　──だけど……

　せめて、僅かでも痛みを和らげてあげたいと願う。

　傲慢で独りよがりな思いなのは、穂乃果自身も分かっていた。それでもつい伸ばした手は、紛れもなく本心だ。

「坂本さん……」

　成人男性の頭を撫でることは、ひょっとしたら失礼に当たる可能性もある。けれどこれ以外、穂乃果にできることは何もない。

　ほんの一瞬でも優司の気持ちが楽になるのなら、する意味はある気がした。

　指先が絹糸めいた黒髪に触れる。彼は、じっと動かずに穂乃果の手を受け入れてくれた。そのまま優司は目を閉じ、二人の間には沈黙が落ちる。

　時間にすれば、おそらく数秒。

　それでも不思議ととても長く感じられた。

「……あの夜も、坂本さんはこうしてくれましたね」

「ぁ……覚えていらっしゃるんですね……」

「ぼんやりと、ですが」

　長い睫毛を震わせ、再度開かれた彼の瞳は僅かに赤く染まっていた。

　だが一週間前よりも理知的な光が宿っている。しかし心の痛みが晴れたわけではないことは、穂乃果にも容易に想像がついた。

「──祖母に残された時間は、三か月です。その間だけ……幸せな夢を見せてあげたい。気がかりを取り除いてあげたいんです──」

　項垂れて絞り出された男の声は、静かに室内へ溶けていった。

　二人きりの空間で、互いに身じろぎもできない。下手に物音を立てるのは憚られる空気が、穂乃果の胸を掻き乱した。

　──こんなことを言われたら、嫌だなんて言えるわけがないよ……

　大事な人には心配をかけたくない。叶うなら、いつも笑っていてほしい。そんな、当たり前の願いのために吐く嘘は、果たして『悪いこと』だろうか。

　人を騙すことに、自分は絶望的なほど向いていない。それでも、協力してあげたいと穂乃果はごく自然に強く思った。

「……分かりました。私でよければ、偽物の婚約者役を引き受けます」

「本当に……っ？」

　切なく歪んでいた優司の顔に明るさが過る。

　これまで、彼の無表情と泣き顔ばかり見てきたせいで、とても新鮮に感じられた。

　少しだけ、可愛いとも思ってしまう。

　──年上の男性にこんなことを考えたら、失礼かもしれないけど……っ

「で、でもあまり演技力は期待しないでくださいね」

「それは問題ない。もともと饒舌ではないと言っておきます。それに短い会話を祖母としてくれたら、充分です」

「分かりました。年配の方とお話するのは、得意です。私も、おばあちゃん子でしたから……」

　母方の祖母と一時期同居していたこともある。

　正直なところ、人見知りな穂乃果は同年代の人間よりも、ずっと年上か子どもの相手をしている方が気が楽だ。会話も弾む。

　──だけどそれは、『あの件』のせいで人間不信になったせいもあるのかな……

　以前の職場でのことを思い出しそうになり、緩く首を振る。

　まだ心の傷は完全に癒えたとは言えない。ふとした拍子にズキズキと痛み、血を流すから厄介だった。

「よろしく頼みます。ああ、本当にありがとう……！」

　笑顔になった優司に固く手を握り締められ、穂乃果の心拍数が上がった。

　男性に慣れていないから仕方ない。けれどそれ以上にドキドキしている気もするのは何故だろう。

　──ううん。こんなに素敵な人と至近距離で触れ合ったら、誰だって冷静ではいられなくなるよね。

　動揺している自分をざっくりと分析し、とにもかくにもこうして穂乃果は期間限定で城嶋優司の『偽婚約者』として振る舞うことが決定した。







２　急ごしらえの花嫁さん








	
　優司の祖母との面会は、三日後に決まった。

　その日、穂乃果はもともと仕事が休みの予定で、彼は有休を取ったらしい。

　就職してから初めて有休を使うと漏らされ、穂乃果は曖昧に相槌を打つより他なかった。何故ならそれは、優司が多忙であること以上に、祖母に残された時間が少ないという意味にも解釈できたからだ。

「──個室なんですね」

「ああ。祖母は余計なお金をかけず大部屋でいいと言ってくれたんだが、眠りの浅い人だから……」

　短い言葉でも、二人が互いを思い合っていることは充分伝わってきた。

　祖母は孫を気遣い、孫は祖母を気にかけている。

　そんな事実が、改めて穂乃果の胸を刺した。

　もしも自分と母が同じ状況であったなら……と想像しかけ、あまりの辛さに妄想を振り払う。

　面会の開始時間に合わせ穂乃果と優司が訪れたのは、都心から離れているものの手厚い看護が受けられると評判の病院だった。

　受付のスタッフや廊下ですれ違う者たちも、皆にこやかに接してくれ非常に親切だ。病院特有の匂いは薄く、清潔感のある建物内は静かな空気に満ちている。

　もっと暗く冷え冷えとした雰囲気だったらどうしようと身構えていた穂乃果は、ひっそりと安堵の息を吐いた。

　──よかった……少しだけ、緊張が解けた……

　偽物の婚約者を引き受けてから三日。

　あの日から、穂乃果が直接彼と顔を会わせるのは今日が初めてだった。その代わり、ＳＮＳでは何度も連絡を取り合っている。

　主に、今日についての打ち合わせと、偽りの関係であることが露見しないための口裏合わせだ。

　その一環で、優司の口調は完全に砕けたものになっている。穂乃果も同じように話してほしいと言われたけれど、それは無理だと断った。

　いくら練習したところで、男性慣れしていない自分にいきなり親密な喋り方ができるとは思えない。しかも彼の祖母の前では結婚を控えた恋人同士を演じなければならないプレッシャーもある。

　沢山のことに気を配るのは、少々難易度が高い。

　それなら口調はこれまで通りで、婚約者の振りに全神経を集中すると決めたのだ。

　病室の扉の前で深呼吸を一つ。

　淡いブルーの引き戸に手をかけた優司と視線で頷き合って、穂乃果は気合を入れ直した。

　──大丈夫……城嶋さ……優司さんの趣味や好きなものはしっかり頭に入っている。私たちの出会いエピソードも、ちゃんと覚えた……！

　嘘は、真実の中に織り交ぜた方が信憑性が増す。

　そのため一番隠したい『婚約者は偽物』を糊塗するため考え出された物語はこうだ。

　──私は家事代行サービスの仕事を通じて、顧客である優司さんと半年前に出会い、意気投合して交際に至った……！

　全てが偽りでもないが、本当でもない。

　しかし大きな作り話はボロが出やすいと彼に言われ、組み立てた話がこれだった。

　下手に会社の同僚だとか、学生時代の後輩などと宣えば、後々矛盾や齟齬が生じてくる。だったらできる限り真実に即した方が望ましいと優司に説明されたのだ。

　──優司さんは冷静で頭がいいのね……私だったらその場を取り繕おうとして、適当なことを言ってしまいそう……

　扉がゆっくり開かれる。

　病室内は、大きな窓から差し込む光に溢れていた。

「おばあちゃん、久し振り」

「優司！　今日も来てくれたの？　忙しいだろうに、無理しなくていいのよ」

　そう言いつつ嬉しそうに目尻の皺を深めた老女は、ベッドの上にちょこんと座っていた。

　真っ白な髪は上品で、顔立ちは優司と似ており整っている。若い頃はさぞや綺麗な女性だったのだろう。

　年齢を重ねてもその魅力は衰えることがなく、姿勢のいい座り方も相まって、穂乃果の目にはとても素敵に映った。

「あら、もしかしてそのお嬢さんが……？」

「ああ。俺と結婚する坂本穂乃果さんだ」

「は、初めまして。優司さんとお付き合いさせていただいております、坂本穂乃果と申します……！」

　優司に軽く背中を押された穂乃果は、深々と頭を下げた。

　声が上擦ってしまったのは、ご愛敬。

　何せこんな状況は生まれて初めてで、事前練習でもどうするのが正しいのか、分からずじまいだったからだ。

「まぁ、可愛らしい。そんなに緊張しないで。もっと傍に来てくださる？」

　おっとりと微笑んだ祖母は、手招きしてくれた。

　とても柔らかく優しい声だ。

　容姿は優司に似ているものの、人懐こさは彼女の方が圧倒的に上らしい。

　初対面でも笑顔を絶やさず、温かな人柄が伝わってきた。

「は、はい……」

　穂乃果はギクシャクとしながら、ベッドの傍らに歩み寄る。その間も祖母は温和な瞳で見守ってくれた。

「あ、これを……お見舞いに持ってきました」

「気を遣わせてごめんなさいね。でも嬉しいわ、本当にありがとう。開けてもいいかしら？」

「勿論です」

　穂乃果が持ってきたのは、菫色をしたガーゼ素材のパジャマだった。祖母の好きな色は優司からリサーチ済みだが、入院中に使えるものの方がいいだろうと選んだのは自分だ。

　ほんの僅かでも、気持ちが上向くように。

　穂乃果も家に引きこもっていた当時は自分の身嗜みを気遣う余裕はなかったけれど、多少回復してくると途端に気になり始めた。

　そして明るい色を身につけたり、気に入ったものを持っていたりするだけでも心が潤うことを知っている。

　自分自身に手間やお金をかけることは、心を豊かにしてくれ、前向きになれる。他者からの貰いものも同じだ。

　別にお洒落だけではなく、『居心地がいい』『使い勝手がいい』のでも構わない。そういう小さな喜びを、祖母にも味わってほしかったのだ。

「わぁ、素敵ねぇ……それに肌触りがとってもいいわ！　色と柄も私が大好きなものよ」

　惜しげもなく喜色を露にして、彼女は微笑んでくれた。

　そこに、建前や過剰な演出は見当たらない。本心から喜んでくれているのが見て取れた。

「ありがとうねぇ、穂乃果さん。早速使わせてもらうわね」

「い、いえ、気に入っていただけてよかったです」

　穂乃果の手を握ってきた皺だらけの手は、とても小さかった。それでも、温かい。

　この手が孫を愛し守ってきたのだと思うと、思わず握り返さずにはいられなかった。

「優司さんのおばあ様にお会いできて、本当に嬉しいです」

「ふふ……私もよ。この子ったらせっかく可愛い顔をしているのに、一度も女の子を私に紹介してくれたことがなかったの。穂乃果さんが初めてよ」

　優司の口から、これまで結婚を意識した相手と出会ったことがないとは聞いていた。

　仕事が忙しいのも理由の一つではあるが、一番の問題は彼に結婚願望がないことらしい。

　女友達が全くいないわけではないけれど、変に『偽婚約者』を頼んで誤解されても困ると悩んでいたところに、丁度よく穂乃果が現れたのだと説明されていたのだ。

「そ、そうなんですね」

「ええ。──あ、でも優司が遊んでいたという意味で言ったのではないから、穂乃果さん誤解しないでねっ？」

　祖母は自分の言い方が不味かったと思ったのか、慌てて言い募った。曰く、優司がどれだけ真面目で誠実な人柄なのか。

　軽々しく女性を弄ぶ男ではないと力説してくれた。

　その間、優司自身は気まずげに黙っていたのが、何だかおかしい。口を挟もうかどうか悩んでいる風情だった。

　──仲のいい家族なんだな……それに、とても温かい人……

　穂乃果が祖母と出会ってから、まだ二十分も経っていない。だが、もう自分は彼女が好きになってしまった。

　コロコロと代わる表情は、どれも親しみが感じられる。常に目尻には柔和な皺が寄っていて、この人が笑顔でいることが多いのだと教えてくれた。

　ゆっくりと紡がれる声音は耳に心地よく、ずっと聞いていたくなる。話し方も押しつけがましさのない、ホッとする響きだった。

　とは言え、祖母は痩せており顔色も決してよくはない。今すぐどうこうとは思えないほど饒舌で明るく振る舞っているけれど、病魔は着実に彼女の身体を蝕んでいるのだろう。

　ならば、残された時間は穏やかで幸せなものにしてあげたい。

　そう強く思い、穂乃果は嘘を吐き通そうと決意した。

　──この人のためなら、苦手な嘘も嫌じゃない。たとえ騙すことになってしまうとしても──

　それに、今日一日だけだ。

　病床にある祖母と直接会う機会は、おそらくはこれが最初で最後。だからこそ気合を入れて穂乃果は優司と微笑み合った。

「……誤解なんてしません。優司さんはいつだって私を大切にしてくださいますから」

　事前に取り決めていた通り彼と寄り添い合えば、祖母は心の底から嬉しそうに相好を崩した。うんうんと何度も頷き、少女めいた仕草で頬を染めている。

　優司もさりげなく穂乃果の肩を抱いてくれ、傍から見れば仲睦まじい恋人同士の出来上がりだ。

　何も知らなければ、まず疑われることはないと思った。

「優司がそんな顔をするなんて……生きていてよかった。ああ、本当に安心したわ」

　両親とは疎遠になっているらしい彼にとって、実質家族は祖母だけだ。彼女からしても、自分が逝ってしまったら、優司が独りぼっちになってしまうと案じていたのだろう。

　孫には、この先共に歩む伴侶がいると思ってくれれば、少しは心安らぐはず。

　穂乃果はドギマギしながらも、優司に甘えるかのような眼差しを向けた。

「優司さんはとても愛情深い人です……私には勿体ないほど」

「おばあちゃん、彼女は信じられないくらいお人好しで親切なんだ。俺が酔って醜態を晒しても、嫌な顔一つせず朝まで付き添ってくれた。それも、まだ付き合っていない頃にね。俺はこんなに優しい女性が世の中にいるなんて、衝撃だったよ」

「まぁまぁ、そんなことがあったの。お前が酔っ払うなんて、それ自体珍しいじゃないの。随分穂乃果さんに気を許しているのねぇ……だけどお付き合いもしていない方に迷惑を掛けるのは、いただけないわね」

　数少ない二人のエピソードを効果的に織り交ぜ、優司は巧みな話術で『紛い物』に真実味を持たせる。

　彼の語った出来事自体は事実なので、穂乃果は擽ったい気持ちになった。

「しかも触れてくれる手が、心地よくて……子どもの頃、おばあちゃんに頭を撫でてもらったことを思い出したよ」

「優司ったら、穂乃果さんみたいな若い女の子と、こんなおばあちゃんを比べるなんて……いくら何でも失礼でしょう。穂乃果さん、気を悪くしないでね。言い訳みたいに聞こえるかもしれないけれど、この子は元来他人に触られるのは嫌いなのよ。だから頭を撫でられて嫌がらなかったのなら、それこそ特別の証なの」

「そ、そうなんですか？」

　あの夜、優司は黙って穂乃果の手を受け入れてくれた。そのため、本当は他者との接触が苦手だなんて思いもよらなかったのだ。

「小学校の時なんて、友達と手を繋ぐのも嫌がったほどなんだから。困った子でしょう？　私が何度先生に謝ったことか……」

「今では、とても想像できませんね」

　潔癖症というほどでもなさそうなのに、意外な話を聞いて穂乃果は目を丸くした。

　優司はとっつき難そうではあるものの、そこまで拘りが強かったり偏屈そうには見えない。しかし幼い頃には色々あったのかもしれなかった。

　思いもよらなかった彼の昔の話を教えてもらい、不思議と愉快な気分になってくる。病室を訪れるまで抱いていた緊張感はすっかり消え去り、穂乃果は祖母との会話を心から楽しんだ。

「そうそう、聞いてくれる？　穂乃果さん。中学の時には落ち着いたんだけどね、それでも修学旅行の時に──」

「お、おばあちゃん。もうそれくらいでやめてくれよ」

　頬を赤らめ控えめに抗議する優司は、これまで穂乃果が目にした彼の中で最も魅力的に感じた。

　リラックスしていて、醸し出す空気が柔らかい。

　たぶん、心を許した相手にしか見せない姿だ。それを垣間見せてもらえたのだと思うと、穂乃果の胸は何故か大きく脈打った。

　──お客様としてしか対峙していなかったら、永遠に知らない一面だな……

　きっと彼は本物の恋人に対しても、こういう無防備な表情を見せるのだろう。そう考えると、微かに複雑な心地がした。

「この子ったら、恥ずかしがっているの？　好きな人の前ではお前も格好つけていたいんだねぇ」

「違うって。過去の話はいいじゃないか。それより、今日は沢山話したから疲れてない？　横になる？」

　時刻は既に十六時前。穂乃果と優司が病室に訪れてから一時間近く経っていた。

「あ……私ったら、おばあ様の体調を気にせず、ペラペラ喋ってごめんなさい」

「今日はそろそろ帰るよ」

　あまり長居しても、病人には負担になる。優司の言葉に頷くと、穂乃果は立ちあがった。

「今日はありがとうございました。また、来ますね」

　それは高い確率で遂行されない約束だ。おそらくこれきり、もう彼女と会うことはないだろう。

　慣れない嘘を堂々と吐いたことで、罪悪感はある。それでも、これが正しいのだと穂乃果は思った。

「まだ大丈夫なのに……でも若い人は忙しいからね。年寄りが引き留めるわけにはいかないわね」

　冗談めかしていても、祖母の口調には隠しきれない落胆がある。

　身体が辛いこと以上に、孫が帰ってしまうのが寂しいのは、明らかだった。

「おばあちゃん、俺はこの通り最高のパートナーを見つけたから、安心して」

　優司が祖母の手を握り、力強く言う。その言葉に彼女も口元を綻ばせた。

「そうね……穂乃果さんを大事にするのよ。優司にはピッタリのお嬢さんだわ」

　すっかり二人が結婚間近の恋人同士だと信じ込んだ様子の祖母は、瞳を潤ませている。あとは穂乃果と優司が手を繋いで病室を後にすれば、計画は完璧──だと思ったのだが。

「──それで、いつ結婚式は挙げるの？　おばあちゃん、今日お前が婚約者と来てくれるって言うから、気合を入れて結婚情報誌も用意したんだよ。式場はもう決めているの？　穂乃果さんはウエディングドレスが似合いそうだねぇ……ホテルもいいけど、小さなチャペルを貸切りっていうのも悪くないと思わないかい？　もしまだ決めてないなら、幾つかチェックしておいたから参考にしておくれ。ちなみに電話してみたら、今ならまだ予約は取れそうだったよ！」

「──え」

　ものすごく前のめりなことを捲し立てられ、穂乃果だけでなく優司も固まっていた。

　そんな二人を尻目に、祖母はいそいそと分厚い雑誌を取り出すではないか。

　表紙は煌びやかな白いドレスとタキシードを纏った男女の写真である。大抵の書店に置いてある、とても有名な某結婚情報誌だった。

「え、あの、おばあちゃん？」

「ほらこれ見て。素敵なガーデンパーティーだと思わない？　レストランだから、食事も美味しいと口コミは高レヴューばっかりなの。あ、勿論派手に式を挙げたいなら、格式高い結婚式場もあるよ。でも優司はそういうのより、アットホームな感じが好きでしょう？　穂乃果さんも同じだとおばあちゃんは見抜いたよ。ね？　当たりでしょう？」

「へっ、ぁ、はい」

　後半は穂乃果への問いかけで、思わず反射的に頷いた。

　実際、豪華絢爛で如何にもな結婚式より、親しい人たちだけを呼んだ小さな式の方が穂乃果の憧れではある。

　だが、自分が誰かと結婚式を挙げることについて、ここまで具体的に考えたことはなかった。

「海沿いのチャペルもいいけど、天気が心配よね。それに二人は太陽の光を浴びてというイメージより、荘厳なパイプオルガンが響くガラスの式場の方が似合う気もするわ」

　などと言いながら、祖母は付箋が貼られたページを開いた。

　そこには、床も壁もガラスで造られ青い照明に照らされた幻想的な式場が写っている。あまり広くはないようだが、穂乃果の目は一瞬で惹きつけられた。

「……綺麗……素敵……」

「そうでしょう！　和装がしたいなら、こういうのもあるのよ」

「お、おばあちゃん。まだ穂乃果さんとそこまで話してはいないから、また今度──」

「何言っているの！　おばあちゃんだっていつまで元気でいられるか分からないんだから。それにグズグズして、穂乃果さんが心変わりしたらどうするのよ！」

　思わず情報誌を食い入るように見つめそうになったが、穂乃果は現実に立ち返った。

　危ない。あまりにも美しいものを目にして、自分の役目を忘れるところだった。何だかんだ言っても、幸せな結婚式には穂乃果だって憧れがある。

　だがこれはあくまでも偽りの関係。

　偽物の婚約者でしかない自分が、これ以上踏み込んでいい領域ではなかった。

「……ぁ、その、優司さんとじっくり話し合います」

「穂乃果さん、こう言っちゃ何だけど、優司は仕事の優先順位が高いから、結婚式なんかの決め事ではあんまり役に立たないと思うのよ。ここは貴女が主導で決めていかないと、話がなかなか進まなくなる。だからおばあちゃんに任せておきなさい！　きちんと孫の尻を叩いてあげる！」

　叩かれては困るのだが、とは流石に言えない。

　やる気満々の祖母を前に、優司も唖然としていた。

「おばあちゃん、落ち着いて……」

「こうしちゃいられないわ。せめて今日中に候補を絞りなさい。結婚式を無事挙げるまでには、決めなきゃならないことが山ほどあるよ。希望した式場だって、簡単に予約できるわけじゃないんだからね！」

　先ほどまでほんわかしていた祖母の繰り出す圧に、穂乃果と優司は揃って言葉を失った。

　何と言うか、グイグイ来られて、圧倒されている。

　今日は平和的に挨拶し、それで終わりだと思っていた分、考えもしなかった展開にすっかり度肝を抜かれていた。

「ほら、ちゃんと見なさい！　こっちもどう？　ああ、予算については心配いらないよ。おばあちゃん、優司のために貯金しておいたからね」

「ええ……」

「穂乃果さんに丸投げするのは、許さないわよ」

　祖母からキリッと睨まれて、優司は完全に思考停止したらしい。穂乃果も現状が呑み込み切れず呆然としてしまった。

　──あれ？　何だか話がおかしな方向へ全力疾走しているような……？

　記事を指さし熱く語る祖母は、さながら式場のプランナーだ。帰りかけていた優司と穂乃果は、完全に捕まった獲物も同然だった。

「さぁ、この中だったらどれがいい？」

「いや……こういうことはやっぱり二人で決めるし……」

「お前はそんなこと言っても、結局仕事を優先するでしょう！　出張だって多いんだから、決められる時にどんどん話を固めなきゃ駄目じゃない。穂乃果さんもそう思うでしょう？」

「ひぇ、は、はい」

　正直なところ、穂乃果は祖母の意見に同意したわけでは、決してない。

　ただ単に勢いに呑まれただけだ。

　しかし穂乃果が首肯したことで我が意を得たりと思ったのか、祖母は更に自信満々の表情で優司に向き直った。

「ほら、穂乃果さんもこう言っている。今日、ざっくりとした方向性くらいは決めなさい。式場さえ決定すれば、自ずと日程なんかも絞れるからね。流石におばあちゃんだってウエディングドレスまではお節介できないから、これくらいは手伝わせてちょうだい。年寄りの最後の頼みだと思って、聞き入れてくれないかい？」

　そんな風に言われたら、誰が固辞できるだろうか。

　祖母を大切に思う孫の優司は勿論、今日一日で彼女に魅了された穂乃果にだって無理だ。

　結果的に、紛い物の恋人たちは、祖母の熱量溢れるプレゼンに耳を傾ける以外なくなった。

　そして断る隙も与えられないまま、どんどん外堀を埋められることとなったのである。

　

　

「……本当に申し訳ない……何度謝っても、足りないことは分かっている……」

「いえ……もう今日までに充分謝罪はしていただきましたから、大丈夫です……」

　優司の祖母との対面から僅か二か月。怒涛の日々が過ぎた。

　いや、怒涛なんて言葉もまだ生温い。穂乃果の体感では、まさに観測史上最大級の嵐に見舞われ、命の危機を感じたほどだ。

　それくらい、この二か月間は色々なことが巻き起こった。

　とても現実とは信じられない──信じたくないことまで。

　──まさか偽物の婚約者を名乗るだけでなく、花嫁まで演じることになるとは……

　本日はお日柄もよく、城嶋優司と坂本穂乃果の結婚式である。

　──私、狐か狸に化かされているの？　こんなこと現実にあり得る……？ 

　一日で終わると思っていた嘘が、ここまで大きな事態に発展するなんて、いったいどこの誰に想定できたというのか。

　おそらく、神様にだって不可能だ。悪魔の仕業としか思えない。

　特定の宗教を信じていない穂乃果だが、今だけは人ならざるものの力を疑いたくなった。

　──偶然そこにいただけ程度の巡り合わせで、よく知らない人と結婚式を挙げることになるなんて……っ！

　断っておくが、自分と彼の間には何もない。手を繋いだことはあっても、それだけだ。

　まともに会話を交わした日から、『知り合い』の枠を出ていないと断言できる。いくら互いの個人情報を必要に迫られ握ることになったとしても──他人のまま。

　つまりこの結婚式そのものが『大きな嘘』だった。

　優司の祖母に寄り切られる形で式場の候補を選び出し、数日後には『一番近い日程で予約できた式場を押さえた』と彼女から連絡があった。

　あの時、イマイチ意味が理解できず、『そうですか、よかったです』としか返せなかった自分を殴ってやりたい。

　後悔先に立たずだ。何故あの時点で暴走特急と化した祖母にブレーキをかけなかったのか……悔やんでも悔やみきれない。

　しかしそれは優司も同じだったのだろう。

　彼もまた、日々の忙しさと祖母を遠からず喪う辛さをごまかすために仕事に打ち込み、あまり深く捉えなかったようだ。

　と言うか、まさか己の祖母がそこまで強引に話を進めるとは考えもしなかったのではないか。

　穂乃果と優司が気がついた時には、諸々仮予約が済んでいて、引き返すのは難しい状況に陥っていた。

　──それでも……全てキャンセルするのは、不可能ではなかったけれど……

　断固無理です、延期にしますと譲らないことも穂乃果にはできた。

　優司もそれでいいと言ってくれたのだ。巻き込んでしまい申し訳ないが、ここまでで充分だと──

　彼らから手を引いて、赤の他人を決め込むことも許されたのに、穂乃果がそうしなかった理由は一つ。

　孫の結婚式のために奔走する祖母が、目に見えて生きる力を取り戻していたためだ。

　病状は劇的に安定し、余命三か月の診断は少し伸びそうだと医者から告げられた。

　前向きな気持ちは、免疫力にも作用するらしい。

　医学がどんなに進歩しても、解明しきれないこともある。時には、人間の驚くべき生命力に最先端の医療が凌駕されることもあるのだ。

　人はそれを、奇跡と呼ぶ。

　滅多に起こらないからこそ、『あり得ない』とされるが、『絶対にない』ものと言い切れないのも事実だった。

　──もし私が全部ご破算にしてしまったら……おばあ様はまた悪くなってしまうかもしれない……

　それは嫌だ。

　せっかく僅かでも元気を取り戻してくれたのなら、このまま穏やかに残りの時間を過ごしてほしい。一日でも長く。

　そうすれば思い合う孫と祖母に、『いい思い出』が増えるはずだ。

　何より、孫の幸せな結婚を見届けたいと願う彼女の夢を守りたい。

　穂乃果はそんな二人の邪魔は、絶対にしたくなかった。だからこそ、茶番とも言える結婚式を今日挙げるのである。

「……その、とても綺麗だ。穂乃果さんの家族や友人に見せてあげられないのが残念なほど……」

「あ、ありがとうございます。優司さんも、素敵です……」

　本日、列席者は優司の祖母以外は全員偽物だ。

　近頃は、様々な派遣サービスがある。その中には、結婚式で親族や会社の上司、友人を装って出席してくれるというものまであった。

　そこそこ需要があるそうなので、本当に便利で歪な世の中だ。

　それでも、今の二人には地獄に垂らされた蜘蛛の糸も同然だった。もしこういったサービスがなければ、流石に祖母から怪しまれただろう。

　誰も呼ばずに新郎新婦だけで式を挙げるカップルもいなくはないけれど、祖母が予約した式場はアットホームで『人に祝福してもらう』ことをコンセプトに掲げていたのだから。

　──だけど主役のはずの私たちも偽物なんて、ちょっと滑稽……

　今日の全ては、祖母のために作り上げた壮大な舞台。

　雪だるま式に事態が大きくなっている気もするが、とにかく結婚式を乗り切れば区切りはつくに違いなかった。

　大きな姿見の中には、純白のドレスに身を包んだ穂乃果がいる。その隣には、光沢のあるグレーのタキシードを着た優司が立っていた。

　スタイルのよさが歴然になる格好は、彼の魅力を一層引き出している。特別面食いでもない穂乃果も、見惚れずにいるのは難しかった。

　──とても素敵。花嫁よりずっと目を引く……

　奥手で人づきあいが苦手な自分が誰かと結婚するなんて、夢見たことはあってももっとずっと先の話だと思っていた。

　もしかしたら一生ないことだとも諦めていたのだ。

　だからこうして華やかで可愛らしいウエディングドレスを身に着け、隣には格好いい旦那様（偽）がいる光景が、未だ信じられなかった。

　勿論、現実とは思えない状況に見舞われているせいもある。

　だとしても──今日のことが穂乃果にとって忘れられない出来事になるのは、間違いなかった。それも、いい思い出として。

　──お世辞だと分かっているけど、優司さんに綺麗だって言ってもらえて、嬉しい……今日の写真、宝物にしよう。

　だから彼に謝ってもらう必要はない。紛い物でしかない結婚式ではあるが、苦痛だけではないからだ。

　秘かに憧れていたドレスに、プロの手で飾り立てられた自分。幻想的な式場での、厳かな時間。

　どれも夢の一日だ。

　嘘でも大勢の人から『おめでとう』と言われ、嬉しくないわけがない。

　かつてぽっきりと折られてしまった穂乃果の自尊心が、慰撫される心地になった。

「行こうか」

　差し出された優司の手に、己の手を重ねる。彼が照れたように微かに頬を染めている理由が、穂乃果にあればいいと思った。まるで愛されるお姫様になれた気分だ。

　──忘れちゃ駄目。これはあくまでもおばあ様のための舞台なんだから……

　それでも、ひっそりと幸福感を噛み締めるくらいなら許されるはずだ。

　穂乃果は気を引き締め自分に言い聞かせながらも、夢見心地で歩き出した。

「──まぁまぁ、何て可愛らしい花嫁さんなの！　穂乃果さん、とっても綺麗よ」

　控室を出たところには、車椅子に座った祖母が待っていた。

　身体に触るから時間ギリギリに来てほしいと告げていたが、待ちきれなかったらしい。

　とてもソワソワとし、紅潮した様子は穂乃果の胸を温めてくれた。

「おばあ様、体調は如何ですか？　寒ければ膝掛けを用意します」

「平気よ。興奮していて寒さなんて感じないわ」

　車椅子の前に屈もうとした穂乃果を押し留め、祖母は満面の笑みを見せてくれた。本当に、この日が待ち遠しかったと言わんばかりだ。

「ああ……想像したよりもずっと似合っている。優司、絶対に穂乃果さんの手を放しちゃ駄目よ」

「分かっているよ、だから安心して」

　とても演技とは思えない自然な仕草で、優司が穂乃果の手を取った。手袋越しに彼の熱が伝わってくる。

　本当は友人とも言えない間柄なのに、衣装や場の雰囲気のせいなのか、穂乃果は優司への不思議な思いが膨らむのを感じた。

　彼へ頼りたいような、支え合いたいような──全てを預けてしまいたいとも言える初めての感情だった。

　──もっとくっつきたいなんて、変なの。私ったら、お酒も飲んでいないのに、酔っているみたい。

　結婚式は非日常なので、きっとそのせいだ。

　おそらくどれだけ冷めた人間でも、多少は舞い上がるものだろう。

　──今日を無事終えれば、いつも通りの毎日が戻ってくる……おばあ様との縁も、途切れるよね……

　いくら余命が少し伸びたところで、いずれ『その日』は必ずやってくる。さほど遠くない未来に。

　ならば二度と会えない覚悟をして、今日を完璧なものにしなくては。

　穂乃果は軋む胸から意識を逸らし、祖母に微笑みかけた。

「疲れたり気分が悪くなったりしたら、いつでも言ってくださいね。ゆっくり休める部屋は用意してありますから」

「穂乃果さん、貴女は本当に優しい子ね。優司には勿体ないくらい。後で穂乃果さんのお母様にもご挨拶したいわ」

「あ……は、はい……是非……」

　重ねた嘘にドキドキする。もはや何が正解かを見失いつつ、穂乃果は優司と共に引き攣った笑みを張り付けた。

「お、おばあちゃん、そろそろ席に座って待っていて」

「あ、そうね。私ったら早くお前たちの晴れ姿が見たくて、焦っちゃったわ。ごめんなさい。……──そうだ、一つ言い忘れていたことがあるのよ、優司」

　やんわりと話題を逸らせたことに安堵していたせいで、この時穂乃果と優司が油断していたのは否めない。

　どうにか今日の試練を乗り越えかけ、束の間気が緩んだことも。

　故に、直後に落とされた爆弾の威力は、絶大だった。

「私ね、このところとても体調がいいの。それでお医者様が一時帰宅を許してくれたのよ。もしあなたたちの迷惑でなかったら、一度だけでいいから二人の新居にお邪魔してもいいかしら？」

「「え」」

　強張った呟きは、二人ほぼ同時だった。

　穂乃果はそのまま硬直したものの、優司は直後に意識を取り戻したらしい。ギリギリ不自然ではない程度の間で、「勿論！」と引き攣った笑顔になった。

「楽しみに待っているよ」

　──優司さんっ？

　当たり前だが、穂乃果と彼は一緒に暮らしてなどいない。そもそも新居など用意するつもりもなかった。

　何故ならこの結婚自体が実体のないものだからだ。

　今日が終われば、即解散。それぞれ自分たちの住む家に帰るのみ。これから先も同居する予定はミジンコたりともないためだ。

「ああ、楽しみだわ！　私ったら、ますます元気になれそう」

「是非そうしてくれ。早く正式に退院できるくらい健康になって」

　いったいどうしたら、この状況で『待った』をかけられるか教えてほしい。

　穂乃果にできたのは、強引に作り上げた笑顔で佇むだけだ。頭の中は大混乱し、それが精一杯だった。

　──ど、どんどん深みに嵌っている……もう、戻るべき岸辺も見えない……。

　クラッと眩暈もしたけれど、ここで倒れてはいけないことくらいは分かった。

　意地でも足を踏ん張って、幸せな花嫁の振りをしなければ。

「私モ……楽シミニシテイマス……」

　合成音声めいた声になってしまったのは許してほしい。とにかく穂乃果は意識を保つことに全力を振り絞った。

　そんな状態で式に挑んだものだから、結婚式最中の記憶はぶっちゃけない。

　とは言え後日仕上がった写真はどれも上出来だったので、取り繕えたのだと信じている。

　

　

　だがしかし。

　一難去ってまた一難。

　最大の難関だと思っていた結婚式以上の壁に、現在穂乃果はぶつかっていた。

　いよいよ『おばあちゃんの孫夫婦新居訪問』が本日開催されるためだ。

「写真よし、ペアの食器よし、私の私物よし、トイレや寝室の偽装よし、歯ブラシも置いた……」

「穂乃果さん、落ち着いて」

「──優司さんこそ……履いている靴下が左右バラバラになっていますよ……」

「あ」

　今日のために、考えつく限りの仕込みは済ませてある。端的に言えば、『新婚夫婦』の生活空間を作り上げたつもりだ。

　新たに新居を契約するのは流石にやり過ぎだと二人で相談し、最終的に『優司の部屋に穂乃果が越してきた』態を装っている。

　そのため、即席の愛の巣が完成したわけではあるが。

「こんな感じで大丈夫でしょうかね……？」

「たぶん……同棲している友人の家を真似たし……」

　二人とも、他人と暮らした経験がない身だ。想像だけでは限界がある。

　一応知り合いに聞き、ネットで調べて諸々用意してみたものの、これで誰が見ても新婚家庭と判断してくれるかどうかは不安が尽きなかった。

「……やっぱりこう、いかにもな置物とかあった方がよかったですかね？　真っ赤なハートとか……」

「いや、やり過ぎたら不自然だろう。だいたいリアルでそういったものを飾っている家は、お目にかかったことがない」

　さほど友人が多いとは言えない穂乃果には、まだ結婚した友達もいない。そのため、正しい新婚生活が如何なるものか、把握できなかった。

「そうなんですか……」

　胃が痛い。しかし無情にも間もなく祖母がやってくる時間だ。そんなことを穂乃果が考えていると、絶妙なタイミングでインターフォンが鳴った。

「ひゃ……っ」

「──やれるだけのことはやった。ここまで君を巻き込んでおいて言えた義理じゃないが、後は俺が何とかするから、安心してくれ」

「は、はい……」

　まるで裁きを待つ罪人の気分だ。悪事を働くわけではないのに、後ろめたい。

　優司も悲壮感を漂わせ、祖母を迎え入れるために玄関へ向かった。

「──それではまた明日お迎えにあがりますね」

「はい、祖母を送ってくださりありがとうございました」

「気を付けて帰ってね、ここまで送ってくださって本当にありがとう」

　今日は本当なら優司が祖母を迎えに行くはずだったのだが、急な仕事の都合で難しくなってしまった。

　そのため日頃から何やかんやと世話になっている介護サービスの職員に送迎をお願いしていたのだ。

「優司、お仕事は大丈夫なの？　休日まで呼び出されるなんて、忙しいのね」

「ああ、幸い思ったよりも早く処理できた。迎えに行けなくなってごめん。とにかく入って」

　穂乃果的にも、もし一人で祖母の対応をすることになったら大変だと思っていたので、優司の帰宅が間に合ったのは心底よかった。

　いくら何でも、他人の家で我が物顔をする度胸はない。

　週に一度掃除のために出入りしており、成り行きで一晩泊まってしまったことはあっても、生活したことはない空間だ。

「お、お待ちしていました。おばあ様」

「穂乃果さん、お邪魔してごめんなさいね。年寄りの我が儘だと思って、どうか許してちょうだい」

「いえ、そんな……いらしてくださって、嬉しいです」

　実際、一泊とはいえ外泊できる程度に祖母の容体が安定しているのは喜ばしいことだ。

　だから歓迎しているのは嘘ではない。ただ、背中に冷たい汗が滲むのも、本当だった。

　──うぅ……緊張する……

　新妻の振る舞い方など、穂乃果は知らない。今日のファッションだって、年配の方に好まれる清楚で清潔感を意識したものだが、これが新婚らしいかどうかは不明だった。

　心臓は結婚式の時以上に暴れている。手汗もものすごいことになっていた。

　けれど引き攣りそうになる頬を緩ませることができたのは、優司が微笑みかけてくれたからだ。

「二人とも、座って。お茶でいい？」

「あ、私が……」

「いいから。大丈夫だよ」

　ポンポンと頭を軽く叩かれて、ガチガチになっていた穂乃果の肩から力が抜けた。

　大きな掌の重みと温もりが離れてゆくのが寂しい。

　無意識に自分の頭に手をやり、キッチンに向かう優司の後姿を見ていると、祖母の軽やかな笑い声が穂乃果を現実に引き戻した。

「ふふっ、仲がよくて羨ましいわ」

「えっ、あ、そんな……」

「でも私だっておじいさんとはラブラブだったのよ？」

　内緒話をするかのような口調と仕草は、彼女を若々しく見せた。更に穂乃果を手招きし、そっと耳に囁きかけてくる。

「あの子のあんなに優しい眼差し、私初めて目にしたわ。他の人と慣れ合うのが苦手だと思っていたのに、穂乃果さんは特別なのね。気難しくて面倒なところがある子だけど……よろしくお願いします」

「あ……」

　これは、適当に返事をしてはいけないものだ。

　真摯に願いを告げられているのだと悟り、穂乃果も居住まいを正した。

「……はい。私こそ……優司さんにはいつも助けられています……」

　彼と出会ってから、優しい嘘を積み重ねている。当初は罪悪感の方が大きかったけれど、今では嘘を厭う己の主義を押しのけてでも、幸せな箱庭を守りたいと心の底から思っていた。

　それはたぶん、優司が真っすぐ穂乃果を見つめ、誠実に対応してくれるからだ。

　事あるごとに『ありがとう』と告げ、労わってくれている。気遣いを忘れず尊重されていると感じられるのは、自分の傷だらけの自尊心を慰めてくれた。

　一人の人間として扱われる──それも、特別に大事な相手のように。

　そう錯覚できる関係性は、穂乃果を勇気づけてくれた。

「うふふ。新婚さんを邪魔しないよう気を付けるから、一晩お世話になります」

「そんな……ご自分の家だと思って、リラックスしてください」

　──実は、むしろ私の方がお邪魔虫なんです……

　言えない言葉はぐっと呑み込み、穂乃果は祖母がより座りやすいようにクッションなどを整えた。

　足元が危うい彼女のために、床には極力物を置かないようにしてある。ラグも、事前に取り除いておいた。

　棚などの位置を多少変え、手すりがわりにして移動し易くもしている。当然、上には何も飾っていない。

　祖母は全く歩けないわけではないので、これでトイレなどは一人でも大丈夫なはずだ。

　──きっと優司さんや私にいちいち頼み難いだろうし、少しはご自分で動いた方がいいとお医者さんも言っていたものね。

「足元、寒くはありませんか？」

「大丈夫よ。それより……優司が一人暮らしを始めた当初に一度だけこの部屋へ来たことがあったのだけど、随分雰囲気が変わったのねぇ」

「あ、私のものが増えたせいですかね？」

　せっかく小細工をしたのだから、男性の一人暮らしと同じ印象では困る。祖母が変化を感じ取ってくれたのなら、偽装成功と言ってもいいだろう。

　内心快哉を叫びたい気分で、穂乃果は口角を上げた。

「ううん、違うの。そうではなくて……家具の配置なんかが、とっても優しさに溢れているなと思ったのよ。きっとあの子一人ではここまで気が回らないはずだわ。私が歩きやすいように穂乃果さんが整えてくれたのでしょう？」

　鋭い指摘に、穂乃果は目を見開いた。

　その通りで驚く。

　優司は最初部屋の模様替えには反対もしていなかったが賛成もしなかった。

　どうやら必要ないと考えていたようだ。それよりも穂乃果の私物を増やし、色々女性的なものを飾る方がいいのではないかとも言っていた。

　ドレッサーや観葉植物、大きな鏡や雑貨など。そういったものを購入し、妻のいる空間を演出したかったらしい。

　けれど穂乃果はそれらを一切排除して、祖母の過ごしやすさを極力優先した。

　最低限必要なものは揃えてもらったが、なくてもいいものなら外した方がいい。大事なのは、彼女が心穏やかに、孫の幸せを見届けることなのだから。

「杖を突いていても、とっても歩き易かったわ。どうもありがとう、穂乃果さん」

「あ……そんな……」

　こんなにも善良な人を騙しているのだと思うと、胸が痛い。本当の自分は優司の妻どころか他人に等しいと知れば、祖母はどれだけ傷つくことか。

　勿論、全てはよかれと思って夫婦の振りをしている。

　けれど善意と好意を彼女から向けられる度に、シクシクと痛む場所があるのは事実だった。

「──おばあちゃん、お待たせ」

　罪悪感に瞳を揺らした穂乃果の眼前に、湯飲みが置かれた。数は二つ。もう一つはティーカップに注がれた紅茶だった。

「あら、穂乃果さんの分は？」

「彼女は緑茶より紅茶が好きなんだ」

「え……わざわざ私の分を別に用意してくださったんですか……っ？」

　確かに穂乃果は緑茶よりも紅茶を好む。そのことは婚約者の振りをする過程で、『好きなもの』を教え合うため優司に告げていた。だが緑茶が飲めないわけじゃない。

「ああ、君の好きなアールグレイ。前に何かでもらった茶葉があったのを思い出したからさ。俺はあんまり飲まないし、よかったら穂乃果が消費してくれると助かる」

「あ、ありがとう……ございます……」

　胸の奥がポカポカする。

　穂乃果に負担を感じさせない言い方も、柔らかかった。

　祖母も孫も、彼らは二人とも他者に自然な気遣いを向けられる人たちなのだろう。根っから、親切なのだ。

　他人に悪意をぶつけたりはしない。むしろ当たり前のように優しくできる。それが、人間不信の気がある穂乃果には、泣きたくなるほどありがたかった。

「全くもう、優司ったら見せつけてくれるじゃない。でもそうよ、妻を大事にしない男はろくでなしだからね」

「分かっているよ。おばあちゃんに散々そう言われて、父さんはさぞ居心地が悪かっただろうな」

「あれは、あの子が悪いのよ。我が息子ながら情けないったら！」

「容赦ないなぁ……」

　笑い声が溢れるリビングは、とても温かかった。

　つい先刻まで『他人の家にお邪魔している』としか穂乃果には感じられなかったのに、今はとても居心地よく思える。まるで本当に、ここが自分の居場所のようだ。

　──いつも使っている私物を持ってきたせいか、何だか以前からここで暮らしていたのだと、勘違いしてしまいそう……

　しかもその錯覚が不快ではないから、不思議だった。

「幸せなのね、優司」

「勿論だよ。あとはおばあちゃんが元気になってくれたら、完璧だ」

　軽く言っているようで、込められた願いは切実なもの。穂乃果は瞬間表情を取り繕えなくなり、そっと顔を伏せた。

　──今日と明日は、全力で素敵な日にしよう。

　悔いが残らないよう、自分にできることは何でもする。この優しい二人によい思い出を築いてもらうために。

　偽物の家族ごっこ。

　だが二日間は、本物だと自ら信じ込むことに決めた。穂乃果は優司の新妻で、優しい祖母が遊びに来たのだと。

　特別なイベントを催すわけではない。ただ穏やかな時間を共に過ごすだけ。

　一緒に食事をして談笑し、同じ番組を見て感想を言い合う。手を伸ばせば届く距離で、何気ない会話を楽しんだ。そんな当たり前の日常が貴いものだと、穂乃果は知っているからだ。

　とは言うものの、残念ながら穂乃果は料理があまり得意ではない。優司も自炊はほとんどしないため、事前に準備しておいたものを食卓に並べた。

　食事制限がある祖母を気遣ったこともあり、豪華なディナーとはいかなかったが、とても楽しい時間を過ごせたことは間違いない。

　多忙な優司にとってゆっくりとした休日自体久し振りなのか、お喋りはいつまでも尽きなかった。

　それでも、名残惜しいけれど夜はやってくる。

「──おばあちゃん、今日は疲れただろう。もう休んだ方がいいよ。ベッドを用意してあるから、横になって」

　祖母はまだ話し足りない様子だったが、疲れているのは事実のようで、渋々ながら頷いた。

「……そうね、ありがとう」

　これまでは物置同然になっていた部屋は片付けられ、祖母が泊まるのに支障がないよう整えられている。準備したのは穂乃果だ。

　お手洗いも近く、枕元には水も用意しておいた。

「何かあれば、いつでも起こしてくださいね」

「穂乃果さん、何から何までありがとうねぇ」

　やはり相当疲れていたのか、祖母は布団に入るなりすぐにウトウトし始めた。

　規則正しい呼吸音に安堵して、穂乃果は部屋の明かりを落として扉を閉める。廊下には、優司が立っていた。

「おばあ様、もう眠られたみたいです」

「だいぶはしゃいでいたからな……でも、楽しそうで本当によかった。──君のおかげだ。ありがとう」

「ふふ……お二人は惜しげもなくお礼の言葉を言ってくださいますね」

　今夜は、穂乃果もここに泊まることになっている。当然だ。新婚夫婦なのに、いきなり妻が外泊するのはおかしい。

　そしてこのマンションの間取りは、２ＬＤＫ。一部屋は言わずもがな、只今祖母が眠っている一室だ。

　残るはリビングと優司の寝室なのだが──

「……やっぱり、俺はリビングのソファーで……」

「だ、駄目ですよ。おばあ様が夜中にお手洗いに行った際、優司さんがここで横になっていたら、変に思うじゃありませんか」

　穂乃果が別室にいても、同じことだ。仮にホテルなどで一泊し、早朝帰ってくるのも現実的ではなかった。

　つまり選択肢は一つだけ。

　二人とも優司の寝室で眠る以外道はなかった。

「でも……」

「だ、大丈夫です。前例はありますし」

　彼が強かに酔っ払い、穂乃果の手を放してくれなかった夜、同じ部屋で朝を迎えている。だからこれが初めてではないと、穂乃果は必死に自分へ言い聞かせた。

　──変に考えることないでしょ。全部おばあ様のために必要なことなんだし……！

「私なら、平気ですから！」

「……君がいいなら、俺は何も問題ない……」

　目尻を薄っすら赤く染め、視線を逸らした優司が背中を向けた。そんな彼を追い、穂乃果も寝室に足を踏み入れる。

　静まり返った室内は、どこか空気がひんやりしていた。

　あの夜と大して変わったところはないのに、ひどく緊張するのは何故だろう。

　喉の渇きを覚え、穂乃果は無意識に視線を泳がせた。

　──前と違うのは、『偽物』であっても私が優司さんと夫婦ってこと……

　意識しないよう心掛けるほど、心拍数が上がってゆく気がした。仮初の関係なんて何の意味もないと分かっていても、どうにも胸が掻き乱される。

　きっと彼はちっとも気にしていないはずだ。自分ばかりが余計なことを考えているのだと苦笑し、穂乃果は何げなく優司を仰ぎ見た。

　けれど。

「……っ」

　これまで、一度も目にしたことのない眼差しに射貫かれて、息が詰まった。

　目が合ったことに驚いたのは彼も同様なのか、慌てた様子で横を向く。だが、一瞬絡んだ視線は穂乃果の脳裏に焼き付いて離れなくなった。

　──どうして……あんな……

　熱を帯びた双眸は、何かを渇望していた。余裕のなさが滲み出て、思わず怯んでしまうほど。

　それなのに穂乃果の体内に不可解な疼きが生まれた。

　ドキドキと鼓動が速まる。

　落ち着かない心地で、下手に動くこともできず、無為に空気を食んだ。

「……俺は床で寝るから──」

「でも……そんな毛布一枚じゃ……」

「どこでも寝られるから、大丈夫」

「ま、待ってください」

　そそくさと横になろうとする優司を、穂乃果は止めた。

　この部屋の家主は、あくまでも彼だ。自分は乞われて協力している身だとしても、優司をベッドから追い出すのは違う気がした。

　だが穂乃果自身が床で眠れるかと言われれば、否である。

　正直、今日のために部屋の模様替えやら準備やらで、いつもは使わない筋肉を酷使した。彼が仕事で都合がつかなかった分も一人で奔走しなければならず、結果、あちこち筋肉痛になっている。

　このまま硬い床に横たわれば、まんまと腰をやってしまう予感があった。いくら若くても、油断は禁物である。

「その……えっと……優司さんのことは信頼していますから……い、一緒に……」

　寝よう、の一言が喉に絡んで出てこない。たった三文字。しかしあまりにも意味深で、今まで穂乃果が異性に向けて口にしたことのない台詞だった。

　優司の袖口を掴むのが自分の限界。これ以上は何をどうすればいいのか見当もつかない。

　汗をダラダラかきながら、穂乃果は頬を真っ赤に染めた。

「ゆ、優司さんが嫌でなければ……ですけど……っ」

　恥ずかしい。変に思われたら羞恥心で弾けそうだ。彼は押し黙ったまま。

　束の間の沈黙が気まずさを増し、穂乃果は余計なことを言わなければよかったと心底後悔した。

　ごちゃごちゃ言わず、さっさと自分が床で眠ればよかったのだ。

　優司にしてみれば、拒否も受諾もし難いではないか。彼に返事をさせること自体がとても卑怯な気までしてきた。

「あ、優司さんが私なんかに手出しするわけがないので、その点は心配していません！　誤解されたら、優司さんの方が迷惑だってことも分かっています。それに私、寝相がいいんですよ。隅っこに寄って動きませんから、いつも通り安心して──」

「……前から思っていたけど、穂乃果さんはどうしてそんなに自分を卑下するんだ？」

「え？」

　ひどく平板な声音で落ち着いた問いかけをされ、パニックになりかけていた穂乃果は我に返った。

　驚いて視線を上げれば、先ほどまでとは違い、冷静さを宿した瞳に見下ろされている。

　彼の袖口を摘まんでいた指先は、いつの間にか優司に握られていた。

「ずっと、不思議だった。謙遜にしては度が過ぎていて、まるで君が自分を価値のないものだと思っているみたいで……」

「そんなことは……」

「あるよ。穂乃果さんは心の底から優しくて、損得関係なく人のために無理な願いでも叶えようと頑張ってくれる、素敵な女性なのに」

　──素敵……？　私が？　そんな風に言ってもらったこと、今までにない……

　真っすぐ注がれる眼差しが突き刺さる。

　それは鋭利さも孕んでいたけれど、少しも痛みを与えてくるものではなかった。むしろ、穂乃果の内側、心の奥底を照らしてくれる。

　これまでどんな光も届かなかったところまで。

「優司、さん……？」

「穂乃果さんは魅力的で、間違いなく素晴らしい人だよ。大きなお世話だったら申し訳ないけど、君のプライドを傷つけるような出来事が、過去にあった？　だとしたら、それは穂乃果さんの価値を理解できない愚か者が悪い。君には何も非はないと思う」

　──私のことを詳しく知っているわけでもないのに、そんなことを言ってくれるの……？

　味方になると、言われた心地がした。

　穂乃果を信じていると、重ねられた手の温もりが雄弁に告げてくる。

　仮に周囲の人間が全員穂乃果を疑い糾弾したとしても、優司は自分の言葉だけを真実だと捉えてくれるのではないか。

　無条件の信頼を寄せられている感覚が、穂乃果の固く閉ざされていた心の扉を叩いた。

　叔母の会社で働き出すもっと前。忘れてしまいたかった一年以上昔のことが、記憶の底で蠢いた。

　──あの時、もしも優司さんが傍にいてくれたら……どんなに心強かっただろう……たとえ会社を辞める結果が変わらなかったとしても……私は今ほど卑屈にならなかったかもしれない。誰かが、自分を信じてくれていたのなら。

　一人でも寄り添ってくれれば、穂乃果の心の傷は深くならなかった。

　きっと何もできず部屋の片隅に引きこもって、泣く日々を過ごさずに済んだはずだ。

　潔白を訴える声に耳を傾けてくれるだけでもよかった。だがあの時──穂乃果に向けられたのは嘲笑と蔑みだけ。だからいつしか、人と関わることそのものを忌避するようになってしまった。

「……座って。話したくないなら、言わなくてもいい。だけど穂乃果さんが口にすることで痛みが和らぐなら、俺はいくらだって耳を傾けるよ」

　柔らかく握られた手が温かい。その手に引かれ、ベッドに並んで腰かける。

　頬をそっと拭われて、穂乃果は己の両目から大粒の涙が溢れていることをようやく知った。

「私……」

「うん」

「……以前は普通の会社で事務員をしていました……社内に友人はいたし、上司とだって上手くやっていました。社交的ではなかったですが真面目だけが取り柄の、目立たない……だから私──……ふ、不倫なんてしていません。取引先の方に色目だって使ってない。恋人がいる人を狙って誘惑を繰り返す上に、略奪が趣味なんて全部嘘です……っ」

　それなのに噂は面白おかしく加速度的に広まった。

　さもそれが真実であるかのように、口もきいたことがない男が『自分も被害に遭った』としたり顔で証言した。

　社内は瞬く間に針の筵。悪夢としか思えなかった。

　誰一人穂乃果に味方してくれる人間はおらず、不道徳で貞操観念のないビッチだと陰口を叩かれ、更には噂を真に受けた男に物陰へ連れこまれそうになったこともある。

　それでも頑張って仕事は続けていたけれど、心と身体は連動しているのだろう。

　やがて、朝ベッドから起き上がれなくなった。電車に乗れば、吐き気と眩暈がひどくなる。

　食欲はなくなり、集中力も消え失せ、穂乃果は最終的に退職した。

　しばらく後に、根も葉もない噂の出所が親しくしていた同期だと小耳に挟んだが、それは一層穂乃果を苦しめただけだ。

　友人だと信じていたのに。

　奇妙な噂が広まって、表立って庇ってくれることはなくても、内心では心配や同情をしてくれているのだと疑ってもいなかった。

　何て愚かで滑稽だったのか。相手はずっと穂乃果を嘲笑っていたとも知らず。

「彼女が嘘を流した理由は、私が生意気だったからだそうです……っ、あ、あの子の好きな人を誘惑したからだって……っ」

　勿論、そんな事実はなかった。

　確かに当時、妙に声をかけてくる男性社員はいたものの、それが同期の想い人だなんて穂乃果は把握していなかったし、そもそも彼に対して特別な感情など抱いてもいなかった。

　それどころか、『面倒だな』とすら感じていたのだ。

　人の悪意は底知れない。

　与り知らぬところで恨みを買うことがあるのだと、穂乃果は思い知った。そして、すっかり自信も自尊心も失ってしまったのだ。

「じ、地味ブスの癖に男漁りだけは上手いなんて……っ」

　今も、同期が醜く歪んだ顔で言い放った台詞が忘れられない。

　過去に囚われている自分は、臆病だとも思う。だがどうしても忘却の彼方には追いやれなかった。

　だからこそ、他人と関わりが乏しい仕事を求め、叔母の会社で働かせてもらうことになったのだ。

　胸と頭が痛い。

　思い出せば、当時と変わらず苦しくて堪らなかった。

　涙が溢れ、全身が震える。

　あの頃感じた恐怖と絶望、虚無感は少しも薄れていないのだと突きつけられた。自分はまだ、かつて部屋の中で膝を抱えて蹲っていた時と同じ。

　あの当時から、何も成長できていない。誰からも信じてもらえない、必要ともされない、脆弱な人間だった。

「私……っ」

「穂乃果さんは誠実で信頼に値する、唯一無二の人だよ」

　耳元で囁かれた低音は、不思議なほどストンと胸に落ちてきた。

　掴まれた指先も、頬に添えられた手も、穂乃果を傷つけることは決してない。労りだけを注いでくれた。

　涙で滲む瞳を瞬く。視界に映ったのは、辛そうな顔をした優司だけ。

　彼は穂乃果と同じくらい心を痛めてくれているのか、今にも泣きそうな顔をして瞳を細めた。

「……辛かったね。話してくれて、ありがとう。俺は穂乃果さんほど素晴らしい人に出会ったことがないよ。前の会社の奴らは、目が曇っていたんだな。もしくは君に嫉妬していたんだと思う。穂乃果さんの心は勿論、外見も綺麗だから……勝手に熱を上げて相手にされないことを恨む奴がいた可能性もある。それと、同期の女性は君の友人なんかじゃない。穂乃果さんが気に掛ける価値もない輩だ」

「……私が、悪かったからじゃ……？」

「絶対に違う」

　キッパリと否定され、穂乃果の双眸から尚更涙が溢れた。

　辛過ぎた過去を他者に打ち明けたのは、これが初めて。言っても、社内で味方が一人もいなかったのと同じで、誰も穂乃果の言葉を信じてくれないと思い込んでいた。

　言うだけ無駄なら黙ってしまった方がいい。

　貝のように固く口を閉ざし、外界を遮断した方が楽だった。

　けれどそれは、自分を窒息させるのも同然だったのだ。

　本当は、明るく日の当たる場所で、『貴女は悪くない』と慰めてほしかったのだから。

「優司、さん……っ」

「頑張ったな」

　後頭部に大きな掌を添えられ、そのまま彼の胸へ抱き寄せられた。

　過去の諸々のせいで、穂乃果には男性と密着することにやや抵抗感があった。だが優司が相手ならば、ちっとも怖くない。

　逆に彼の温もりと匂いに安らぎを覚え、穂乃果は優司の身体に自分から抱きついた。

「私、人に後ろ指さされることなんて、していません……っ」

「うん、信じているよ。穂乃果さんはそんな人間じゃない。誠実で正直な人だ」

　本当はずっと渇望していた言葉。

　それを与えてくれたのは、偽物の夫だった。おそらく、共に過ごす夜は今宵限り。それをひどく寂しいと感じながら、穂乃果は安らかな眠りの中へ落ちていった。








３　新妻以上恋人未満








	
「ひ孫の顔が見たいわ」

　祖母の突飛な発言にも慣れつつあると思っていた、とある昼下がり。穂乃果は病室の扉の前で固まった。

　これは流石に、簡単に聞き流せる内容ではなかったからだ。

　とは言え、自分が直接面と向かって彼女に言われたわけではない。

　今病室内には、優司と祖母がいるはずだった。

　祖母の一時帰宅から二週間。病状は安定しているものの、彼女は再び病院へ戻っている。

　本来なら穂乃果の役目は終了し、こうして彼女に会いに来る必要はないのだが──何だかんだでほぼ毎週休みの度に足を運んでいた。

　もはや、面会に来るのは当たり前の習慣になりつつある。

　しかもお見舞いに来る際、可能な限り優司と二人で予定を揃えていた。今日も彼と一緒に来たのだが、祖母が売店で買ってきてほしいものがあると言うので、穂乃果はお使いに出ていたのだ。

　そして戻って来るなり、とんでもない発言が耳に飛び込んできたというわけである。

「……おばあちゃん……間違っても穂乃果さんにそんなことを言わないでくれよ」

「分かっているわ。だからお前に言ったんじゃないの。私だってあんないいお嬢さんにプレッシャーをかける気は毛頭ないわ。だけど、私が元気なうちにひ孫の顔が見たい気持ちも理解してちょうだい」

　やや弱々しく語尾が震え、その後病室内には沈黙が落ちた。

　この状況で扉を開く勇気は、穂乃果にはない。

　つい気配を殺し、佇むことしかできなかった。

　気まずい。

　いくら期待してもらっても、ひ孫を祖母に合わせる日は永遠にこない。それは彼女の先が長くないこと以上に、穂乃果と優司が本当は夫婦でも何でもないからだ。

　だからか、その日は会話も弾まず、病院からの帰り道はとても重苦しい空気に包まれていた。

「──それじゃ、俺はここで」

「……送ってくださり、ありがとうございました」

　揃って祖母の見舞いに行った帰り、優司はいつも穂乃果をマンションまで送ってくれる。そしていつも通りそのまま帰ろうとする彼を、穂乃果は咄嗟に捕まえていた。

「あ、あの……お茶でも、飲んでいきませんか」

「え？」

　こんな提案をしたのは初めてだ。男性を部屋に上げたことも一度もない。

　けれど優司が先ほどの祖母とのやり取りを気にしているのは一目瞭然だった。まさか穂乃果が立ち聞いていたとは気づいていないだろうが、何となくこのまま彼を帰してはいけない心地がしたのだ。

　そうでないと互いに気まずくなり、距離が離れてしまう予感があった。

「お忙しいなら、無理にとは言いませんが……」

　もう少しだけ一緒にいたい。

　そう感じているのも、偽りのない穂乃果の本心だった。

「あ……じゃあ、せっかくだから……」

　頷いてくれた優司にホッとして、穂乃果は彼を室内へ迎え入れた。

　もとより掃除は好きなので、部屋の中は片付いている。しかしクッションを勧めてお茶を出せば、会話は途切れてしまった。

　そもそも互いにさほど饒舌ではない。場を盛り上げるテクニックもなく、二人ともむっつりと黙り込む結果になった。

　──こんな時は、いったいどうすればいいんだろう……

　優司は穂乃果の中に溜まっていた蟠りを吐き出させてくれたのに、自分は彼の内面に触れる術が分からない。

　おそらく何か言いたいことがあるのではないかと察していても、それを切り出す方法も思いつかなかった。

　部屋に上げてはみたものの、自分自身伝えたいことが曖昧なまま。

　結局、時間ばかりが過ぎてゆく。

　病院から帰ってきた頃は明るかった空も、今は茜色に染まり始めていた。

「……お茶、ごちそうさま。そろそろ帰るよ」

「ぁ……はい……」

　これ以上優司を引き留める策もなく、穂乃果はぎこちなく立ちあがった。

　──もし、私が昔言われたようにあざとく経験豊富な女だったら、こんな時にもっと上手く立ち回れたのかな……

　考えても仕方のないことだが、人づきあいの苦手さを理由にしてさぼっていたことのつけが回ってきた気分だ。

　駆け引きなんて知らない。今どういった言葉を彼にかけるのが正解なのか、見当もつかないなんて。自分が情けなくて嫌になる。

　──こっちから『気にしないでください』と言うのもおかしいし……──違う。気になっているのは私の方……？　聞かなかった振りをしたくないのは……

　穂乃果が無意識に唇を噛み締めると、優司がこちらをじっと見つめてきた。

「穂乃果さん、何かあった？」

「あ、いいえ……何も。そ、その、おばあ様の容態は如何ですか？」

「ああ。最近は本当に安定している。全部、君のおかげだよ」

　話題を逸らしたくて振った話だったが、彼は目尻を下げて返してくれた。

　祖母の心配をしていることに嘘はないけれど、若干ごまかすために持ち出したようで心苦しい。

　穂乃果は視線をさまよわせつつ「それはよかったです」とこぼした。その瞬間、視界の端で優司が眉を顰めたのが見える。

「──……もしかして穂乃果さん、俺たちの会話を聞いてしまった？」

「えっ」

　反射的に出た大きな声。それが認めたのも同然の答えだった。

　更に咄嗟に嘘が吐けない穂乃果は、あからさまに動揺して声を詰まらせる。彼はこちらの一連の反応で、全てを悟ったらしい。

「──そっか……ごめん。嫌な気分になったよな……」

「い、いいえ。嫌だなんて……」

「普通の夫婦だって、外野に『子どもはまだか』なんて言われたら不愉快になる。まして君には不本意な嘘に協力してもらっているわけだし……本当に、申し訳ない」

　真摯に頭を下げられて、穂乃果は少なからず狼狽した。

　謝罪してもらいたいと思っていたのではない。そんなつもりは一切なかった。一連の出来事はもう巻き込まれ事故などではなく、自分の選択だとすら感じていたからだ。

「謝らないでください……」

「約束する。祖母には二度とあんなことは言わせない。でも、もう少しだけ……俺たちに付き合ってほしい。君が見舞いに行ってくれるようになってから、本当に病状が改善しているんだ。完治することはなくても、できるだけ長く祖母には生きていてほしくて……」

　それは言われるまでもなく、穂乃果も同じ思いだった。

　彼女には一日でも長く元気でいてもらいたい。砂上の楼閣であっても、三人で過ごす幸せな時が壊れてほしくなかった。

「もし穂乃果さんが嫌なら、祖母の見舞い回数は減らしてもらって構わない。俺から上手く言っておく。だから──」

「いいえ。これからもできる限り行かせていただきます」

　頼まれたからではない。義務感や同情だけでもなかった。言ってみれば、やらずにはとてもいられない。自分がそうしたいのだと穂乃果は明確に自覚した。

　叶うなら、偽物ではなく本物として。

「……おばあ様が孫の幸せな結婚という希望のおかげで元気になれるなら、私はいくらでも優司さんに協力します」

「あ、ありがとう……」

「お礼なんていりません。私が……そうしたいんです。貴方と……一緒にいさせてください」

　しっかりと彼の顔を見つめて言葉にすれば、優司が気圧されたように瞳を瞬いた。

　室内を照らす光が陰ってゆく。夕暮れは瞬く間に過ぎ、夜の気配が忍び寄ろうとしていた。

　薄暗さが穂乃果の背中を押してくれる。そうでなければ、真っ赤に染まった顔を見られたくなくて、躊躇ったかもしれない。

　迷いつつ彼に向けて伸ばした手は、空中でそっと握られた。

「……俺の勘違いだったら、振り解いてほしい」

　少しだけ汗ばんだ男の掌は、とても熱かった。その熱が穂乃果にも伝染する。

　ゾクッと愉悦が走ったのは、指同士を絡めるように深く手を繋がれたからだった。

　ただ手を握るのとはわけが違う。もっと淫靡で特別なもの。指の股を擦られて、掻痒感と喜悦が掻き立てられた。

「……っ」

　濡れた吐息が漏れたのを合図として、穂乃果は優司に抱きしめられていた。

　ピッタリと密着した身体が焦げ付きそう。熱くてどうしようもないのに、離れたくない気持ちの方が勝っていた。

　彼の手が穂乃果の背をゆっくり辿る。摩っているだけとは言えない淫猥な仕草が、全身を敏感にしていった。

「あ……」

「嫌だったら、言ってくれ。今ならまだ間に合う……」

　そうこぼしながらも、優司の声は滾っていた。瞳は潤み、渇望を露にしている。

　隠しきれない男の欲は怖いのに、求められていると思えば歓喜もあった。

「……いや、じゃ……ないです……」

　互いに一番肝心な言葉を避けていたのは否めない。

　本当の気持ちを口にしてしまうと、何かが壊れるのを不安に思っていたためだろう。

　好きだとか愛しているだとか、今言ってしまえば陳腐になる。祖母への思いを挟んでいるから、どこまでが本心なのかも曖昧だった。

　人の気持ちは複雑で、純度百パーセントになることなどあり得ない。

　恋慕や同情、打算も混在して分かち難くなっている。だから、自分自身の感情は勿論、相手の思いはもっと見えなかった。

　──優司さんは、おばあ様のために私と今以上親密になろうとしているのかもしれない……そうすれば、おばあ様が一時的でも元気になってくれるから──

　けれどそれでもいいと穂乃果は思った。

　恋愛経験が乏しいから、己の気持ちだってぐちゃぐちゃに混乱している。だが、彼の役に立ちたい、傍にいたいという願望に偽りはなかった。

　──偽物だらけの私たちの間で、数少ない本物……

　それがおそらく、穂乃果の優司への恋情だ。

　粉々になっていた自尊心を取り戻させてくれた人。ぶっきらぼうに見えて家族を大事にし、誠実で可愛いところもある男性。

　真摯な言葉で穂乃果を慰め、痛みに共感してくれた唯一の人。

　そんな人に惹かれるなと言う方が無理に決まっている。

　これが契約の一環だとしても、もう手遅れなくらい好きになってしまった。

「……穂乃果」

　初めて、呼び捨てで名前を呼ばれた。それが擽ったくて、震えるほど嬉しい。

　その喜びを伝えたくて、穂乃果も彼をじっと見つめた。

「優司、さん……」

　自分からはまだ敬称を取る勇気はない。けれどこれまでとは明らかにトーンが違うことは、しっかり通じたらしい。

　穂乃果の背中に添えられていた手に、力が籠る。ぐっと抱き寄せられ背筋がしなった。

「……ん……っ」

　生まれて初めてのキスは、話に聞く甘さや酸っぱさはなかった。ただひたすらに触れた唇が蕩けそうになる。

　度数の高い酒を呷った直後のように、一気に体温が上昇した。

　指先どころか頭の先まで痺れが巡る。鼓動と共に疼きが全身を駆けていった。

「は……ん……ぅ」

　薄く開いた歯の狭間から、優司の舌が滑り込んでくる。当然、他者の舌に口内を舐められるなんて、穂乃果には初体験だった。

　肉厚の器官がぬるぬると口の中を我が物顔で犯してゆく。自分のものではない唾液が交じり合って、見知らぬ悦楽が引きずり出された。

　これまでなら、憧れはあっても実際他人と口づけするのは抵抗があったと思う。

　人の唾液を味わうなんて、想像すると尻込みしてしまうから。

　しかし今はちっとも嫌ではなかった。むしろもっとと貪欲な穂乃果が顔を覗かせ、自らも拙く舌を蠢かせる。

　誘い出された粘膜を擦り合わせ、熱烈に絡ませた。

「……ふぅ……ぁ、ん……ッ」

　淫靡な水音が鼓膜を揺らし、余計に興奮が高まる。必死に息を吸い、薄目を開ければ、彼が穂乃果の耳殻を弄ってきた。

「ん……っ」

　それだけでなく、顎から首筋もなぞられ、脇腹を通過した手は腰を回って際どい位置に到達した。

　あと少し下にズレれば、スカートに包まれた尻に触れられてしまう。

　そこは、抱擁やキスとは桁違いの、淫らな意味を孕む場所。

　普通の友人や雇用関係では、決して触られることなどない。『特別』な相手にだけ許された行為だった。

　逡巡は、一瞬。

　もし穂乃果が少しでも身じろぎすれば、優司は黙って手を放してくれたに違いない。それを分かっているからこそ、穂乃果は俯いたまま動かなかった。

　静止していた彼の手が、再び下降を始める。

　ゆっくり、けれど確実に。

　肉の丸みと弾力を味わい、彼の指先が穂乃果の脚の付け根へ潜り込んだ。

「……っ」

　スカートがたくし上げられる。ヒヤリとした空気の流れを太腿に感じ、逆に身体が火照るのが不思議だった。

　下着越しに柔肉を揉まれ、僅か布一枚の差でも、触れられた掌の感触が生々しくなる。

　優司の熱い吐息が穂乃果のうなじを撫で、ヒリつく愉悦に惑わされた。

「……ぁ、……ふ、ぅっ──」

　ドッドッと心音が荒ぶっている。爆発してしまうのではないか不安になるくらい、加速した鼓動が穂乃果の体内で暴れていた。

　日が落ちて、室内は墨色に染まり、次第に視界が不明瞭になってゆく。視覚が役に立たなければ、その分別の感覚が鋭敏になった。

　耳は彼の掠れた吐息を拾い、鼻は優司の香りを吸い込んだ。触覚は研ぎ澄まされて、彼の全てを感じ取ろうとしている。

　何より口づける度に堪能する優司の味が、媚薬も同然だった。

「……ぁ……ッ」

「──脱がせてもいい？」

　随分久し振りに彼の声を聞いた気がする。その余裕をなくした声音に穂乃果の下腹部がより疼く。

　夢中で頷けば、半ば抱えられて穂乃果はベッドの上に仰向けで寝かされた。

　見上げた先に、自分を跨いで膝立ちになる優司がいる。

　赤らんだ頬とややギラついた瞳が、この上なく官能的だった。彼が雑に服を脱ぎ捨てていく様から目が離せない。

　これまでずっと理性的だった優司の印象とはまるで別物。だがそんな粗雑さすら愛おしく感じてしまうのだから、もう自分に引き返す気はないのだとはっきり分かった。

　引き締まった上半身を惜しげもなく晒した彼が、手の甲で穂乃果の頬を撫でてくる。

　視線は一瞬も逸らされず、火傷しかねないほど熱かった。

　絡み合う眼差しに引き寄せられ唇を合わせている間に、穂乃果のシャツのボタンは優司に外されてゆく。

　下着は上にずらされて、豊かな膨らみがフルリと揺れた。

「……色が白くて、とても綺麗な肌だ」

「あ、あんまり見ないでください……っ」

「それは無理だよ」

　苦笑した彼の手が穂乃果の右の乳房を覆い、武骨な指が円やかな肉に沈んだ。頂を掠められ、掻痒感に爪先が丸まる。

　自分で触れても擽ったいだけの部分が、ひどく過敏になっている気がした。

　ゾワゾワとして、じっとしていられない。息が上がり、淫らな声が交じってしまう。

　穂乃果が打ち震え身悶えていると、優司の膝がこちらの太腿を割り開いた。

「あ……っ」

　スカートがずり上がり、下着がほとんど丸見えになっていた。慌てて脚を閉じようとしたが、間に彼がいるため叶わない。

　それどころか膝頭で鼠径部を押され、腹の底に力が入った。

「や……、そんな」

「そのまま、脚を開いていて」

　直接耳に口づけられて下された命令は、淫蕩に過ぎる。

　いやらしい指令に、穂乃果は思わず動きを止めた。それは素直に従ったつもりはなくても、結果的に優司の言う通りにしたことになる。

　さながら期待して待っているように、じっと彼の動きを見守ってしまった。

「──優しくする」

「ん……っ」

　ショーツ越しに秘裂をなぞられ、そこが湿り気を帯びているのを自覚させられた。

　花弁の形をつぶさに辿られ、恥ずかしくて堪らない。今すぐにでも両脚を揃えてしまいたいのに、優司の指先が動く度、穂乃果の腰がヒクヒクと戦慄いた。

　太腿は弛緩して、思う通りに動いてくれない。それでいて爪先には力が籠り、シーツに皺を刻んでいるのがおかしい。

　自分の肉体であるはずが何もかも思い通りにならない中、穂乃果は自らの口を手で塞いで、漏れそうになる卑猥な声を呑み込んだ。

「んん……っ」

　じりじりと愉悦の焔が大きくなる。

　弄られている下肢だけでなく、瞬く間に全身へ火種が広がってしまう。今や、肌が布に擦れる感触すら、淡い愛撫も同じだった。

「は……っ」

「穂乃果の声、聞かせて」

　やんわりと彼に手首を取られ、顔から引き剥がされた。

　隠せない表情をじっくりと見られ、ただでさえ上気していた頬に更なる血が上る。発火しそうなほど体温は急上昇し、穂乃果は慌てて頭を背けた。

「駄目……っ」

「どうして？　聞きたい。でないと本当は嫌がっているか喜んでいるか、判断できない」

「は、恥ずかしいことを言わないでください……っ」

「恥ずかしくない。大事なことだろ」

　流されたとも言える状況下で、優司は穂乃果に配慮し、こちらの快楽を優先しようとしてくれているのか。

　身勝手に扱われても文句を言う気がなかった穂乃果は、大事にされる喜びに浸った。

　蔑ろにされ、踏みつけられた経験が、いつしか自分自身でも穂乃果を軽んじさせていたのかもしれない。

　けれど彼はきちんと穂乃果の意見を聞いてくれる。

　意思を確かめ、一人の人間として尊重してくれた。その事実が、とても嬉しい。

「全部、見たい」

　滾る呼吸と共に吐き出された懇願に、眩暈がした。

　ショーツに手をかけられ、殊更ゆっくりおろされる間、心臓はもはや穂乃果の口から飛び出しそうになっている。

　今優司がどこを見ているのかが確認しなくても伝わってきて、じんわりと汗が滲んだ。

　本来であれば秘めるべき場所。

　そこに注がれる眼差しが真剣過ぎる。

　触られたわけでもないのに潤みが増し、穂乃果は凝った息を吐き出した。

「……見ないでって言ったのに……っ」

「うん。君が本当に嫌なら、すぐやめるよ」

　まるで本心では嫌がっていないことをお見通しみたいだ。だがあながち不正解とは言えない。

　口ではいくら制止を訴えても、期待がそれを上回っている。羞恥さえ糧にして、興奮は際限なく高まっていった。

「可愛い」

「ひゃ……っ」

　陰唇を彼の指先に突かれて、ビクッと背筋が弓なりになった。

　そこは綻び始めているのか、少し触れられただけでも驚くほどの快感を産む。同時に淫らな滴を滴らせた。

「慎ましくて、綺麗だな」

「か、感想はいりませんから……っ」

　実況中継なんてされては、悶えるほど恥ずかしかった。それでも自分の身体を初めて他者に晒し、おかしなところがなかったことに安堵する。

　もし人と違っていたらどうしようかと、内心怯えていたためだ。

「こんなに魅力的な人を前にして、感嘆を漏らすのは仕方ない」

　手放しの称賛は擽ったかった。これが優司からではなく別の他人からなら、素直に聞けなかったかもしれない。どうせお世辞か裏の意図があるのだろうと。

　だがこれまで何度も穂乃果の自己肯定感を支えてくれた彼が言うなら、全て信じられる。

　この人の言葉に自分を傷つける目的はないのだと、無条件に受け入れられた。

「ゆ、優司さんの方が素敵です……でも私ばっかり余裕がなくて……っ」

　無駄な肉のない彼の腹は、割れている。腕についた筋肉も大仰ではなく、しなやかな獣を思わせた。

　どこを取ってもモデルのように整っており、つい穂乃果が見惚れていると、彼は意地悪く瞳を眇めた。

「……だったら、穂乃果もよく見て」

「え……っ」

　ベルトを外す優司の手つきは、明らかに見せつけるものだった。わざとゆっくり時間をかけ、穂乃果の視線を釘付けにしている。

　仰向けの身体に跨られた状態で下を脱がれれば、当然目の前には男性の象徴が晒された。

「きゃ……っ」

　慌てて目を閉じたが、もう遅い。穂乃果の網膜には雄々しく勃ちあがった楔が刻まれていた。

　何もかもが綺麗な優司からは考えられない、凶悪な一部。知識としては知っていても、この目で目撃したのは当然初めてだった。

　驚きは大きい。動揺もしている。あんな大きなものを受け入れるのは不可能ではないか怯む気持ちもあった。

　だが、醜悪とも言える肉槍が彼のものだと思うと、途端に恐怖の対象だけではなくなるのだから、恋心は不思議だとしか言えない。

「怖がらせた？　だったら、ごめん。でも知ってほしかったんだ。俺がどれだけ穂乃果がほしくて、魅了されているか……余裕なんて全然ないよ」

　情欲の滴る声音で告げられ、のぼせそうになった。

　羞恥も理性も飛んでしまう。

　狂おしく欲される充足感に、穂乃果の胸はいっぱいになった。

　──私を抱きたいと思ったから、反応してくれたの……？

　単純に肉欲だけでないことは、優司がとても気遣ってくれていることで明らかだった。おそらく、穂乃果に経験がないことなど彼にはお見通しだろう。

　だからかつての嫌な思い出の中にいる男たちとはまるで違う。

　あの人たちは穂乃果を都合のいい妄想の中に閉じ込め、思う通りに扱おうとしただけだ。好意を抱いてくれていたのだとしても、その比重は自己愛の方が大きかった。それ故に、非常識なこともできたのだと思う。

　──優司さんは、彼らとは何もかも違う。

「ふ、ぁ……」

　無垢な媚肉を摩られると、ゾワゾワと官能が高まった。

　上下に擦られているだけでも、体内には快楽が折り重なってゆく。新たな愛蜜が滲み出る感覚に、穂乃果は息を詰まらせた。

「あ……ッ」

　何物も受け入れたことがない隘路に、彼の指先が入ってきた。ほんの第一関節分。それでも異物感が凄まじい。

　穂乃果がぎゅっと両目を閉じると、優司が瞼に口づけてくれた。

「大丈夫。ゆっくり呼吸して」

　言われるがまま息を吐けば、内壁を優しく摩られた。ごく浅い部分を往復する指先は、穂乃果の恐怖もゆっくり解してくれる。

　更に上部にある花芯を転がされ、喜悦が増幅した。

「はぁ……ッ」

「やっぱりこっちの方が気持ちよくなれる？　だったら沢山可愛がってあげる」

「あ……、だ、駄目……っ、ひゃぅっ」

　言うなり二本の指で肉芽を摘まれ、擦り合わされた。小さいながら健気に膨れたそこは、貪欲に快楽を享受する。

　すぐに淫らな声が堪えられなくなった穂乃果は、髪を振り乱して身を捩った。

「んぁ、や、ぁッ、ぁあんッ」

　表面を摩られても、左右に弾かれても、根元から扱かれても気持ちがいい。汗が吹き出し、腰が浮き上がって、爪先までビクビクと痙攣した。

「ぁあ……っ、優司さ……ァッ」

「うん、すごく可愛い」

「んぁあ……っ」

　生温い滴が太腿を伝い落ち、とめどなく肌を濡らした。ろくに女友達も迎えたことがない自分の部屋で、こんな行為に耽っていることが信じられない。

　狭いベッドの上で身をくねらせ、穂乃果の快感が飽和した。

「あ……ぁああ……ッ」

　チカチカと光が明滅する。一気に弾けた悦楽が四肢を重怠くシーツに張り付ける。乱れた呼吸は、激しく胸を上下させた。

「……ぁ、あ……」

　気持ちがいい。こんな快楽は知らない。禁断の果実めいた味が思考を鈍らせる。それでいて感覚はますます研ぎ澄まされていった。

「上手にイケたね、穂乃果」

　額にキスを落とされ、散っていた意識が戻ってきた。

　けれど茫洋とした視界は涙の膜で歪んでいる。疲労感から手足は投げ出されたまま動かせない。穂乃果が定まらない視線を揺らすと、優司が穂乃果の脚を両腕で抱えた。

「……ん……」

「そのまま脱力していて」

「あッ」

　焦点が定まらない中でも、彼が下へ移動したのは把握できた。その上、穂乃果の不浄の場所へ顔を近づける様も。

「優司さん……！」

「ん、もっと準備しておかないと、穂乃果が辛いからね」

「や、駄目っ、汚い……！」

「汚くなんてないよ。むしろ美味しそう」

　そういう行為があることは知っていても、まさか自分がされるとは思いもよらなかった。

　舌を伸ばした彼が、穂乃果の蜜口に顔を埋める。

　居た堪れなさのあまり見たくないと願い、目を閉じたのはしかし失敗だった。

　視覚を遮った分、他の感覚が研ぎ澄まされる。

　優司の吐き出す呼気で彼の顔の位置がまざまざと分かり、舌で嬲られる快楽が容赦なく叩きこまれた。

「ひ、ぁああッ」

　指とはまるで別物の喜悦が、赤く腫れた花芽を襲う。

　舌全体で押し潰され、甘噛みされて口内へ啜り上げられる。それら全てが絶大な快感を呼んだ。

　逃せない恍惚が穂乃果の体内で渦巻いて、出口を求めて荒れ狂う。

　ビクッと腰を跳ね上げれば、より強く同じ場所を攻められた。

「んぅっ、や、駄目……ゆ、優司さん……ッ、ぁ、あんっ、あ、あ、ァあッ」

　涙が眦を伝っても、絡みつく彼の腕から逃れる術はなかった。

　丸まった穂乃果の爪先は、空中で踊っている。湿った敷布は、それだけ自分がふしだらな潤滑液を垂れ流しているせいだろう。

　優司のくれる愉悦に溺れ、すっかり判断力は鈍麻していた。

　自ら感じる場所へ押しつけるように、腰が浮き上がってしまう。それをみっともないと頭の片隅では思っても、止められなかった。

　穂乃果が反応するほど彼が嬉しそうに肌を撫でてくれ、甘く意地悪な法悦を与えてくれるからだ。

「ぁ……ぁああッ」

　唇で淫芽の根元を圧迫され、強く啜り上げられる。

　同時に舌先で嬲られて、穂乃果はあっけなく達してしまった。

　二度目の絶頂は、先ほどより荒々しい。いつまでも整わない呼吸のせいで物音も遠退いた。快感だけが全身を支配しており、上手くものを考えることもできない。

　だから優司の屹立が肉のあわいに押し当てられても、咄嗟に反応するのは難しかった。

「穂乃果……」

「……ん、……ぁ、あ……っ？」

　指や舌とは比べものにならない質量に花弁が押し開かれた。到底大きさが合わないものが、淫路に侵入してくる。

　いくら濡れそぼっていても、異物を排除しようと穂乃果の身体は無意識に逃げを打つ。抉じ開けられる痛みと恐怖は、全身を強張らせた。

「やぁ……っ」

「拒まないで、穂乃果……っ、流石にもう止まれない……っ」

　切なく告げられた願いに、優司を押しやろうとしていた穂乃果の手が止まった。苦しげに喘ぐ彼は、じっとこちらを見下ろしてくる。

　その双眸に宿る熱に絆されて、穂乃果は固くなっていた身体から力を抜いた。

「──ありがとう」

　優司の汗が彼の首から胸にかけ伝い落ちる。その軌跡がひどく淫靡で、穂乃果の体内が甘く疼いた。

　言葉だけでなく全身全霊で求められている心地がしたからかもしれない。

　降り注ぐ視線の強さも、苦痛を和らげてくれた。

　優司が、は、と息を整えなるべく動かずいてくれるのは、おそらく穂乃果を気遣ってのことだろう。

　痛みに慣れるまで我慢しようとしてくれている。そんな彼の姿を見ていると、苦痛は少しずつ引いていった。

　勿論、全く消え去ったわけではない。今だって少し動かれるだけで傷痕を擦られる痛みに泣きたくなる。

　けれど優司と『本物の関係』に一歩でも近づきたい気持ちが、穂乃果の怯えを凌駕した。

　こんな時に男性を誘惑する方法は知らない。どんな言葉を口にすればいいのかもさっぱり見当がつかなかった。

　それでも本能で、彼の背中に手を伸ばす。

　もっとくっつきたい衝動に身を任せ、両腕に力を込めて優司を引き寄せた。

「……本当、めちゃくちゃ可愛いな……」

　普段クールに見える彼だが、今夜は惜しげもなく『可愛い』を繰り返してくれる。ひょっとしたら、一度懐に入れた相手には、とことん優しくなる人なのかもしれない。

　そんな風に思うほど、優司は目一杯穂乃果を大切に扱ってくれた。

　褒め言葉だけでなく、触れてくる手が優しい。こちらが本気で嫌がっていないかどうかをきちんと見定めてくれている。

　甘い意地悪はどれも快楽の焔に薪をくべてくれた。

　穂乃果の不安を取り除き、一つずつ確かめるように。探る指先は信頼と労りを注いでくれた。

「優司さん……」

　好きだと告げたら、彼は困ってしまうだろうか。それとも受け入れてくれるのか。

　──だけど仮に後者だとしても、おばあ様が亡くなった後は……？

　この関係はあくまでも彼女のための偽り。一番大事な理由がなくなったら、優司が同じ気持ちを維持してくれる保証はどこにもなかった。

　誠実な人だから、今この瞬間は本気で穂乃果を多少は想ってくれていると信じている。だが今後も同じだと断言するのは難しかった。

　人の気持ちは日々変わる。

　勇気を振り絞るには、あと一歩何かが足りない。足踏みする己から目を逸らし、穂乃果は精一杯の想いを眼差しにのせた。

　──貴方が、好きです。だから短い時間でも、優司さんと本物になりたい──

　気持ちが伝わったのかどうかは分からない。けれど交わされたキスは濃密で甘かった。

　貪るように唇を合わせながら、彼が腰を押し進めてくる。狭い蜜窟を引き裂くように肉槍が奥を目指した。

「……ぅっ……」

　痛みに強張りそうになれば、優司が穂乃果の淫芽を弄ってくれた。

　引きかけていた快楽が呼び戻されて、耐え難い苦痛がごまかされる。繰り返される口づけも、穂乃果を癒してくれた。

　自分のものか、彼のものか判然としない唾液と吐息が混じり合うのが気持ちいい。

「……ふ、ぁ……」

　いつしか引き攣っていた手足から力が抜け、別の感覚が大きくなる。

　平素の呼吸を思い出せる頃には、穏やかに瞬くこともできるようになっていた。

「……も……大丈夫、です……」

「本当に？　辛かったら、言ってくれ」

　表情だけを見ていたら、優司の方が辛いのではないかと訝るほど、彼の眉間には皺が寄っていた。体内では屹立が時折ピクピクと動いている。

　きっと相当の理性をもって、動かずにいてくれるのだと穂乃果にも容易に察せられた。

「ありがとうございます。でも……幸せですから、平気です」

　他人なら許されない距離で、優司の体温を感じている。

　剥き出しの素肌に触れられるのは、少なくとも今は穂乃果だけだった。もし彼に本物の恋人がいるなら、その人を祖母に紹介すればいいだけだ。

　仮に結婚を考えていないせいで躊躇ったのだとしても、優司の性格上、だったら穂乃果に触れはしないだろう。

　まだ短い時間しか彼を見ていないけれど、不特定多数の女性と関係を持つような人間ではないと信じられた。

　──ああ……もうこんなにも好きになってしまった……

　普段は慎重で奥手の自分が、後先考えず求めてしまうほどに。

「……動いていい？」

　重なり合った二人の腰が、優司の楔を全て呑み込めたことを教えてくれた。

　腹の内側は限界まで広げられ、ジンジンと痛みを訴えている。だが先ほどよりはずっと楽になっていた。

　彼が己の中にいるのだと思えば、喜びの方が大きい。大好きな人が自分との行為で快楽を得てくれていると実感すると、穂乃果の苦痛はたちまち薄らいでいった。

　これ以上ないくらい密着しているのに、もっと重なり合いたい。誰より傍にいたい欲求に抗えるはずがなかった。

　この人が好きだ。一人の男性として、惹かれて止まない。刹那の夢でも、手放したくないと強く願った。

「は、い……」

　返事をするのはとても恥ずかしかったが、優司は穂乃果の許可がなければ渾身の理性で耐え続ける予感がした。

　それは、望むところではない。この淫らで幸福な時間を余すところなく味わいたくて、穂乃果は小さく頷いた。

「真っ赤になって、熟れた果実みたいだ……」

「ん、ぅっ」

　頬をべろりと舐められ、瞠目する。滴り落ちてきた彼の汗が、淫猥に穂乃果の肌を濡らした。

「……ァッ……」

　ゆったりと腰を引いた優司が、こちらを凝視しながら再び押し入ってくる。

　摩擦された肉筒は、慣れない刺激に慄いた。

　濡れ襞が擦られて粘膜が掻き毟られる。張り出したエラの部分に内壁が押し広げられ、隙間なく掘削された。

「……ぁ、あんッ」

　粘着質な水音が、穂乃果の体内を掻き回していることを告げてくる。

　無垢な処女地は最初こそ異物を拒んでいたが、すぐに彼の剛直を歓迎し始めた。

　引き抜かれれば追い縋り、突き入れられれば柔らかく受け止める。不随意に蠢く蜜路は、言葉にできない分正直に好意を優司へ伝えていた。

「はぅ……っ、ぁ、あ、ひ……ぁっ」

「穂乃果、こっちを見て」

　無意識に瞼を下ろしていた穂乃果の前髪が、彼の手で額から横へ流された。

　目にかかっていたものがなくなり、視界がクリアになる。だがそれは、自分の痴態をつぶさに凝視する優司と視線がかち合うことでもあった。

「や……っ」

「手、繋いでもいい？」

　片手の指を深く絡ませてシーツに張り付けられれば、きゅうっと胸と子宮が反応した。

　喘ぎっぱなしでだらしなく開いた口元も、汗と涙まみれの顔も、発情した様子も、全部見られている。しかもそれが彼をより興奮させているのだと思えば、穂乃果は尚更体内が疼くのを感じた。

「は……っ」

　揺さ振られる速度と深さが増してゆく。

　痛みはもうほとんどなく、代わりに快楽が戻ってきた。甘い官能が濡れ襞から掻き鳴らされる。粘着質な淫音を奏で、視界が上下に揺らされた。

「あ……ぁあッ」

　汗が飛び散る。肌がぶつかる度に打擲音が鳴り、淫猥さに拍車をかけた。大きな片手がこちらの腰を捕らえ、夢中で腰を打ちつけてくる。

　蜜壺は攪拌され、奥を穿たれると痺れるような快感が駆けあがった。

「は……穂乃果……っ」

　唸るのに似た呼び声にも喜悦が煽られる。物慣れない穂乃果にできるのは、優司に極力息を合わせることだけ。

　拙く腰を揺らして、彼と同じ律動を刻んだ。

「……っ、君は随分覚えがいいね。他に穂乃果のこんな姿を見た奴はいないと分かっていても──嫉妬したくなる」

　いもしない男の存在に言及され、穂乃果は瞳を瞬いた。

　優司はいったい何を言っているのだろう。どんな意味が込められているのか。

　知りたいと願ったが、その思いは鋭く突き上げられたことで霧散した。

「かは……っ、ァ、あ、あああ……ッ」

　荒々しく何度も穿たれ、最奥が重く痺れる。痛みを感じても不思議ではないほど貫かれたが、散々解され愉悦を覚え込まされた女の身体は貪欲だった。

　すぐに慣れて、肉槍へ淫らに媚肉が絡みつく。

　滴る愛蜜が滑らかな動きを助け、より深い場所へ優司の屹立を誘った。

「ひぁ……っ、い、いい……っ」

「少し意地悪したけど、穂乃果は強引な方が好きなんだ……？」

「ち、違……ッ」

　揶揄する声には、淫靡な響きも込められていた。その間も彼の動きは止まらない。

　深く浅く穂乃果を穿ち、乳房を捏ね、花芯を転がしてくる。その全てが的確に喜悦を産み、快楽を膨らませていった。

「んぁあっ」

「ここ、指で触った時も喜んでくれた」

　穂乃果が喉を晒して喘げば、さも嬉しそうに優司が同じ場所を楔の先端で擦り上げた。太く硬いもので弱点を暴かれ、肌が粟立つ。

　それだけではなく、外からも敏感な淫芽を弄られては、成すすべなく悦楽の海に溺れた。

「はぅッ、や、ぁ、駄目……っ、ぁ、あ、そこ……ッ」

「うん。すごく可愛いよ」

　どこもかしこも過敏になって、彼と触れたところは全て性感帯になったのかと思った。

　ただの掌ですら、指の股を弄られると戦慄くほど気持ちがいい。しかもビクッと痙攣した反動で、穂乃果の弱い部分に優司の剛直がより強く押し当てられた。

「あああッ」

　眼前に光が散る。閉じられない口の端から唾液が漏れたが、そんなことを気にかける余裕もなかった。

　凶悪な官能に理性はとっくに壊されている。

　もう無理だと限界を訴えつつ、もっとほしいと穂乃果の身体が叫んでいた。

「優司、さ……んっ、ぁ、はぁ……あああっ」

「意地悪してごめんねって言うつもりだったけど……その必要はなさそうだね。もっと君の可愛くていやらしい顔を見せて」

「んんっ、ぁ、や……深い……っ」

　大きく開脚させられて、淫道を彼の楔が往復した。

　抽挿の度に蜜が掻き出され、卑猥な染みをシーツに広げてゆく。ぐちゅっと濡れた音が激しさを増し、穂乃果は背筋を仰け反らせた。

「ひぃ……ッ」

　爛れた快感に、もうまともな言葉は紡げない。

　多少乱暴にされても、何もかもが悦楽の糧になった。

　上下に揺さ振られ視界が定まらず、それでも感覚の全部で、優司だけを感じていた。

　身体の内外から攻め立てられて、恍惚感が弾けそうになる。様々な体液塗れになった肢体をくねらせ、穂乃果は彼の身体に手足を回した。

　そうでもしなければ、とてもついていけない。

　硬くなった胸の頂が優司の胸板に擦られ、別の愉悦を生み出す。

　キスと呼ぶよりも噛みつかれたと表現した方が正確な口づけに、嬌声すらも喰らわれていった。

「ん……ふぁ……ッ、ぁ、あ、っく……」

「っく、穂乃果……っ」

「ぁ……ああああッ」

　爆ぜる瞬間は突然訪れた。

　蓄積していた悦楽が一気に解放される。

　既に上限だと思っていた快楽は、まだその上があったらしい。

　鋭い一突きに高みへ放り出された穂乃果は、艶声を迸らせた。蜜洞が収斂し、内側にある肉槍を絞り上げる。

　意思とは無関係な動きなのに、生々しい感触が肉壁を刺激し、穂乃果は愉悦を味わった。

「……っぁ……は……ぁああ……っ」

　もう何も聞こえない。光も見えない。ただ淫路を埋める楔だけが雄々しい存在感を放っていた。

「……っつ」

　息を詰まらせた優司が、強く穂乃果を抱きしめてくる。特に下腹部へ力を込めていることが、密着していることで伝わってきた。

　腹の中で長大なものがビクビクと跳ねる。刹那、彼が抜け出ていき、穂乃果の腹から胸にかけて白濁が飛び散った。

「……ぁっ」

　熱い滴が肌を汚す。ぬるつく濃い液体は、独特の香りを放っていた。

　ついさっきまで逞しい剛直に穿たれていた蜜穴は、ひくつきながら口を開いている。突然離れた温もりが恋しくて穂乃果が手を伸ばせば、優司がもう一度抱きしめてくれた。

「……身体は辛くない？」

「大丈夫、です……」

　言われてみれば、あちこち痛みがぶり返す気もした。けれどそれよりも包み込まれる温かさと重みが心地よくて、些末なことはどうでもいい。

　今はただ、彼の腕の中にいられる幸福を噛み締めたくて、穂乃果は優司に抱きしめられたまま向かい合って横臥した。

　彼の胸板に頬を摺り寄せ、髪を撫でてくれる指先の感触に陶然とする。

　ずっとこの時間が続けばいいと祈りと同じ強さで願った。

「……穂乃果？　疲れたなら、眠っていいよ」

「はい……ありがとうございます……」

　とろとろとした生温い微睡が穂乃果の瞼を重くする。

　優司の優しい気遣いに甘えた振りをして、穂乃果は目を閉じ夢の中へ転がり落ちた。

　目覚めた時に、彼が隣にいてくれることを熱望しながら。

　

　

　初めて肌を重ねた日から、二人の親密度は格段に上がった。

　祖母の見舞いに行かない日でも時間が合えば夕食を共にし、電話やＳＮＳの回数が明らかに増えている。

　そして何度か同じベッドで眠った。

　優司の部屋に穂乃果が泊まったこともあるし、その逆もある。

　誰がどう見ても、恋人同士だと疑わないに決まっている。実際、たまに顔を会わせるマンションの住人に、『仲がいいのね、お似合いだわ』と言われたこともあった。

　彼はいつも紳士的で優しく、穂乃果を大切に扱ってくれる。決してひどい言葉を言わないし、乱暴なことをしてくることもない。

　まさに、理想的な交際相手だ。

　近頃職場では、穂乃果に恋人ができたらしいと噂まで流れている。どうやら今までと表情が違い、生き生きしているのだとか。

　叔母からは、『いい人ができたのね』と微笑まれた。

　事実だけを並べれば、穂乃果と優司は間違いなく特別な関係だ。おそらく誰に聞いても同じ意見のはず。

　けれど──二人の仲が深まるほどに、穂乃果は名状し難い思いに囚われるようになっていた。

　──よかった……おばあ様、腫瘍が少し小さくなったみたい。

　優司から検査結果を聞かされて、穂乃果はホッと息を吐いた。健康からは程遠くても、かなりいい結果だ。少なくとも治療法が合っているのだと希望が持てる。

　余命宣告された三か月は既に過ぎており、医者も驚いている。このままいけば、あともう少し一緒にいられるはずだ。

　嘘偽りなく、喜びで穂乃果の胸が震える。

　しかし同時に、軋むものがあるのも事実だった。

　つい先刻、見舞いを終えて優司に部屋まで送ってもらい、別れ際に告げられた彼の言葉が忘れられない。

　彼は輝くばかりの笑顔で『全部、穂乃果のおかげだ。ありがとう。君が傍にいてくれるだけで、祖母は目を見張るほど元気になってくれる』と言ってくれた。

　その瞬間は『よかった』と本当に嬉しかったけれど、時間が経つほどに別の感情が首を擡げてくる。

　優司の台詞を反芻し、穂乃果は一人自室の中で膝を抱えて座っていた。

　祖母は、優司と穂乃果の仲が良好になるほど、病状が安定してゆく。気力が免疫力を高めるのかもしれない。

　生きようとする前向きな力は、心と切っても切り離せないからだ。

　そのことに、彼が気づいていないとは思えなかった。またはしっかり自覚はしていなくても、薄々感じ取るものはあるはずだ。

　だとしたら、無意識であっても行動に影響を及ぼさないと言えるだろうか？

　祖母のためにあえて自らの気持ちを錯覚させる可能性も否定できない。

　演技ではなく、穂乃果を本当に愛していると──最初はそれでもいいと考えていたのに、今は辛いだなんてお笑い草だ。

　だが何よりも心に引っかかるのは──

　──私が全部分かっていて、この状況を利用しているのかもしれないこと……

　彼の不安や寂しさにつけ込み、祖母の病気を利用していないと正々堂々言えるのか。

　本当なら自分たちは関わることのない人だったはず。仕事上の接点のみで、契約解除になるまで顔を合わせる機会はなかった可能性の方が高い。

　それが今では、偽物の夫婦。

　祖母を騙し、偽りの役を演じている。そのこと自体にはもう心の整理をつけていたつもりが、いざ優司と関係を持ってしまった今は、穂乃果は罪悪感に苛まれるようになった。

　もはや善意だけで彼に協力しているのではないと、自分自身が誰より分かっているからだろう。

　優司の望みを叶える振りをして、実際は穂乃果の欲望を満たしているだけ。そんな思いが、日々大きくなっていくのを止められなくなっていた。

　──最低……だとしても、私は手を放したくないと思っている……

　今夜も彼は別れ際に、穂乃果にキスをしてくれた。恋人同士の情熱的なものを。

　夢見心地になったのは言うまでもない。大好きな人にあんな風に見つめられ触れられたら、誰だって天にも昇る心地になるに決まっていた。

　しかも『明日は早朝から出張しないとならないから、今夜は一緒にいられなくて残念だ』とさも口惜しそうに呟かれては、ときめくなと言う方が無理だ。

　想いは深まる。

　焦がれる恋心に、穂乃果は深く嘆息した。

　厄介な恋慕を持て余し、完全に出口を見失っている。いや、ここから動きたくないと思っている自分の醜さが一番恐ろしい。

　どうすればいいのか分からなくなって、穂乃果は己の身体を抱きしめた。







４　そして本物になる









　その一報が入ったのは、真夜中だった。

　たまたま穂乃果が優司の部屋に泊まった夜だったのは、何らかの力が働いたのではと思わずにはいられない。

　このところ多忙を極めていた彼と、久しぶりに二人の時間を過ごした日だったのだから。

「──すぐに伺います」

　通話を切った優司の顔は、ひどく強張っていた。着信音で起こされた穂乃果も、慌ててベッドから抜け出し身支度を整える。

　どこからの電話で、用件はなんだったのかと問う必要も余裕もなかった。

　そんなことは彼の表情を見れば明らかだったからだ。

「君は、ここで待っていてもいいよ」

「いいえ。一緒に行きます。行かせてください」

　一人で平気だと嘯く優司の手を握る。冷えた指先がすぐに穂乃果の手を握り返してきたことが、本心だと思った。

　本当は心細いと吐露したいはずだ。一人で立ち向かうのは、誰だって怖気づく。

　それでも傍にいてくれと弱音を吐かない彼の強さに感嘆しながら、穂乃果は優司の背を片手で撫でた。

「ずっと、隣にいます」

　そんなことしか言えない自分が情けない。けれど気持ちは精一杯込めた。

「一緒に、連れて行ってください……」

「……あり、がとう……っ」

　彼の泣き顔を見たのは、あの夜以来。全てが変わるきっかけとなったターニングポイント。そして今夜、全てが終わるのかもしれないという考えが過った。

　──でも、今後必要とされなくなってもいい。今の優司さんを私が支えられるなら……

　彼の受ける傷が少しでも減るなら、この夜で自分の役割がなくなっても構わないと穂乃果は心から感じた。

　ずっと悩んでいたけれど、心が固まる。一番つらい時に優司の役に立てるなら、もうそれで充分だと思えた。

「傍にいてほしい……情けないな、俺……ずっと覚悟していたはずなのに……」

「情けなくなんてありません。当たり前のことです。私はずっと傍にいますから……」

　望まれている限りは。

　言えない言葉をまた呑み込んで、頼んだタクシーに穂乃果と優司は揃って飛び乗った。病院への道中、車内で会話は途切れたまま。

　それでも繋いだ手は一時も離れることなく、互いの体温を縁にして支え合っている気分だった。

　言葉はなくても、相手の存在が力になる。

　寄りかかってもいいのだと、わざわざ告げなくても伝わる気がした。

　それが穂乃果の勘違いでないことは、祖母のもとへ駆けつけた時にも結ばれていた手が証明している。

　沢山の管に繋がれた祖母は痛ましく、穂乃果は言葉を失った。だが自分以上に辛いのは優司だと思い直し、ぎゅっと手を繋ぎ直す。

　医師の説明を聞く間、彼はとても冷静で毅然としていた。

「──今回はどうにか容体が安定しました。ですが覚悟はしておいてください」

「はい……本当にありがとうございました」

　ひとまず危険な状態からは脱したらしい。とは言え、集中治療室で眠る祖母の姿は、家族にとっては衝撃以外何ものでもない。

　涙をこぼすことなくじっと祖母を見守る優司の背中に、穂乃果はそっと手を置いた。

「……おばあちゃんは辛いだろうけど、生きていてくれてよかったと思ってしまう俺は、ひどい孫かな……」

「いいえ。私だって、同じ気持ちです……」

　付き添いはできないと言われれば、二人は病院から帰るしかない。

　タクシーを待つ間、白み始めた空の下、穂乃果と優司は敷地内にある外のベンチに並んで座っていた。

「……帰ったら、少しでも眠った方がいいです。優司さんまで倒れてしまいそうな顔色です」

　いっそ泣いてくれた方がいいと言いたくなるほど、彼の顔色は悪かった。

　悲壮感が漂って、こちらの胸が抉られそうになる。

　理性的に自身を抑え込んだ優司は、赤の他人から見れば冷静沈着そのものだろう。あまり変わらない表情も相まって、落ち着いているように思えた。

　だがそれはあくまでも表向きだ。

　本当は悲しみに押し潰されかけているのだと、穂乃果には分かる。彼の傷つき弱った姿を目にしたことがあるのと、如何に愛情深い人であるかを知っているからだ。

「……優司さん……」

「本当、情けない……」

「情けなくても構いません。私が苦しんでいる時には、貴方が吐き出させてくれたじゃないですか。だから……今度は私に優司さんを慰めさせてください」

　虚勢を張る必要はない。もとより始まりは、彼の脆い部分に触れた瞬間だったのだ。そしてたぶん、あの時には穂乃果の気持ちは傾き始めていたのかもしれない。

「俺、穂乃果には格好悪いところばかり見られている」

「優司さんを格好悪いと思ったことはありません。いつだって貴方は、素敵でした」

　隣に座り、互いを至近距離で見つめた。

　彼の頭を胸に抱き寄せた穂乃果は、男の髪を優しく梳く。優司は嫌がる素振りを見せなかった。

「……それなら、君に甘えてもいいか？」

「勿論です。むしろ……甘えられたいです」

　契約とは無関係に頼られたのは初めてだった。

　彼の腕が穂乃果の腰に絡まり、強く引き寄せられる。吐息が絡まり滲んでゆく。

　まだ明けきらぬ夜の中、世界で二人だけになったかのような感覚に陥った。

　現実では遠くで車の音がするし、人の気配もあり、町は目を覚まし始めている。けれど今は互いだけしか目にも耳にも入れたくなかった。

「帰ろう、一緒に」

「──はい」

　急く気持ちのまま足早に帰ったのは、優司の部屋だ。

　靴を脱ぐのももどかしく、玄関先に放るように投げ出した。

　鞄や上着を転々と廊下に残し、寝室に向かう。いつかの夜を思い出しながら、穂乃果たちは縺れ合ってベッドへ倒れ込んだ。

「は……っ」

「穂乃果……っ」

「ん、んん……っ」

　軽くバウンドした衝撃で、穂乃果の髪が扇状に広がった。

　口づけは甘さよりも切実さを孕んでいる。

　何かに縋るように絡みついてくる彼の腕に抗わず、穂乃果は瞬く間に生まれたままの姿にされた。

　性欲に駆られたというよりは、他の何かで不安や恐怖をごまかしたいのだと二人とも分かっている。ほんの一時、現実逃避したいのだと。

　そんな時に彼が自分へ手を伸ばしてくれたことが誇らしい。だから夢中でキスに応え、優司の服も脱がせていった。

　──一瞬でも苦痛を忘れたいなら、私が忘れさせてあげたい……

　ふしだらだと嘲られても、都合がいい女だと見做されてもいい。

　彼に必要だと欲される喜びに比べたら、些末なことだ。それに、穂乃果自身祖母を失う痛みから目を逸らしたかったのもある。

　傷を舐め合っているだけでも、構わない。こうすること以上に大事なことは、今は一つも思い浮かばなかった。

　人肌の温もりを求め素肌を弄り合えば、微かに癒される場所がある。

　言葉だけでは届かない奥底へ訴えかけるように、穂乃果たちは手足を絡ませ合った。

「……ぁ」

「ごめん……痛い？」

「平気、です……」

　いつもは存分に時間をかけてから繋がる優司が、今日はひどく性急だった。やや強引に入り口を抉じ開けられ、内側に侵入される。けれど彼の形を覚えている穂乃果の身体は、すぐに歓迎の意を表した。

　柔らかに優司の楔を受け止め、包み込む。

　肉槍を呑み込んだ場所が、動かなくてもヒクついているのが伝わる。ぎゅっと抱き合えば、穂乃果の胸が形を変えて潰された。

　どうか今夜だけでも辛い現実を忘れてほしい。こうしている間だけは、全ての時の流れから切り離される心地がした。

　残酷に減ってゆく『残された時間』からも独立しているのではないかと思い込みたい。

　愚かな妄想に過ぎなくても、触れ合った場所から通じ合う思いは本物だと感じられた。

「優司さん……」

「穂乃果……」

　ゆっくりとした彼の動きは、瞬く間に激しいものへ変わった。

　まるで穂乃果を穿つことで全てを振り払うかのように。

　尻が敷布から浮くほど下半身を持ち上げられ、身体を二つ折りにされる。苦しいはずのその体勢が、絶大な快楽を産むのに時間はかからなかった。

「……っぁ、あ……ぁああッ」

　激しく肌がぶつかって、拍手めいた音が鳴る。蜜道を硬く太いものが出入りし、淫らな体液が掻き出された。

　攪拌された潤滑液は、白く泡立って穂乃果の尻を伝い落ちる。

　いつもよりも執拗に奥を攻められ、手足が勝手に痙攣した。

「んぁッ、あ、ぁ、ああ……ひ、ぁああッ」

　空気を孕み濡れた淫音が己の下肢からひっきりなしに聞こえた。

　いやらしい水音は官能を増幅させる。その上荒々しく打擲される度、目も眩む快楽があった。

「はぅ……っ、ぁ、やぁ……ッ。駄目ぇ……」

　本物の拒絶でないことは、優司にも分かっているのだろう。

　穂乃果が身を捩ると、その分拘束がきつくなる。抱擁と言うよりも強く縋りつかれていた。

　これまでにすっかり暴かれてしまった弱いところを重点的に突かれ、何度も小さな絶頂を味わう。けれど彼が動きを止めることはなく、むしろ行為の激しさが増した。

「穂乃果……っ」

　翻弄される愉悦の中、口づけを求められた。

　既に半分意識が飛び掛かっていたものの、穂乃果は健気に優司の唇を探し、首を伸ばす。

　上も下も淫猥な音を立て、貪欲に絡まり合った。

「あ……ふ……っ」

　下手をしたら舌を噛みかねない勢いなのに、伸ばした舌を擦りつけ合うのをやめられない。飲み下しきれなかった唾液は、幾筋も口の端からこぼれ落ちた。

「……ぁ、んん……ぁ、あ……ッ、ひっ」

　繋がったまま穂乃果の身体は反転させられ、蜜窟をぐるりと剛直で摩擦される。

　そのこれまでにない刺激に目を剥いて戦慄いている間に、穂乃果は臀部を掲げたうつ伏せの体勢に変えられていた。

「あ……っ？」

　目の前には、枕がある。

　こんな姿勢を強制されたことはなく、いつだって向かい合って抱き合うのが普通だったので、心底驚いた。

　嫌と思う以前に恥ずかしく、どこを見ていればいいのかも判断できない。

　慌てて背後の優司を振り返ろうとすると、両手を後ろに引かれ、穂乃果の上半身が浮き上がった。

「……っ？」

　再び、ぐりっと体内を抉る角度が変わる。しかも新たに探り当てられたそこは、穂乃果の弱点でもあった。

「そこ……っ、ァ、駄目っ、はぁあ……ッ」

「ここ？」

「あ、待って……んぁっ、ぉ……ぁああッ」

　楔の先端が、暴かれた弱い部分を摺り上げる。目を見開いてもがいても、どうにもならない。既に穂乃果の下半身は虚脱しており、這って逃げることも叶わなかった。

　ぐいっと腕を背後に引かれれば、無防備に弱点を曝け出しているのも同然。成すすべなく執拗に貫かれた。

「はぁあ……っ、ァ、あ、ンッ、ひぁああ……ッ」

　涙が両目から溢れ出る。苦痛からではなく、あまりにも大きい快楽のせいで。

　粉々になった理性は役立たずで、穂乃果は尻に打ちつけられる腰の逞しさに夢中になった。

　──優司さんも、そうだといい……

　快感に溺れ、穂乃果で頭をいっぱいにしてほしい。

　もしかしたらこんな風に抱き合えるのは今夜が最後だと思えば、自制心などどこかへ消えてしまった。

　彼の形、匂い、味、声や仕草も。全部覚えておきたい。

　一つも取りこぼさないよう、自らの身体に刻みつけたかった。

　愛しさが高まって、下腹に力が入る。すると隘路も狭まるらしく、優司が一瞬息を詰めた。

「……っ、キツ……っ」

「ぁ、んぁっ」

　絡みつく媚肉をこそげるように動かれて、濡れ襞が掻き毟られた。摩擦され続けた肉筒は、蕩けて淫靡な咀嚼音を奏でる。

　より後方に腕を引かれ、穂乃果は膝立ちに変えられた。

「っくぁ……っ」

　そのまま彼が座ったせいで、穂乃果も腰を下ろすこととなる。互いに同じ方向を向いた状態で抱え込まれ、落ち着いたのは優司の膝の上だった。

「ひぅ……っ」

　自重で楔が深々と穂乃果の体内に突き刺さる。脳天まで響く悦楽は、凶悪な嵐に似ていた。

　抗うことなどできるわけもなく、思うさま揺さ振られれば、自力で逃げ出す余裕もなく翻弄されるしかない。

　何度も持ち上げられては落とされて、その度に子宮を突き上げられた。

「ああァあ……ッ」

　汗が放物線を描いて飛び散る。

　どちゅっと卑猥過ぎる淫音が結合部から奏でられ、仰け反った拍子に穂乃果の乳房が荒っぽく揉みしだかれた。もう片方の優司の手は、開脚した穂乃果の脚の付け根へ下りてゆく。

「ひゃ……っ、ぁ、あッ」

　慎ましさをなくし、赤く膨れた花芯を扱かれて、穂乃果は喉を晒して身悶えた。

　立て続けに与えられる快楽が大き過ぎて、処理がとても追いつかない。

　獣めいた交合は、穂乃果の常識も貞節も剥ぎ取ってゆく。

　濡れた肢体を弾ませて、二人で駆け上がること以外考えられなくなった。

「……ぁあっ……ァ、あああ……っ」

　真っ白に焼き切れた感覚の中、はっきりと感じられるのは優司の存在だけ。

　この体勢では彼の顔が見えないことが寂しくて、穂乃果は必死で首を後ろに巡らせた。

「ん……」

　不自由な姿勢で交わすキスは、伸ばした舌先で擽り合うもの。

　びしょ濡れになった蜜口と同じくらい、唇も潤んでいた。

　上も下も塞いでほしくて、穂乃果は口づけを乞う。優司も意図を察してくれたのか、ようやく唇の端にキスをしてくれた。

「……ぁ……っ」

　涙の味がした、と感じたのは勘違いなのか。確かめようとも思えず、穂乃果は再び前を向く。

　ズンッと重い突き上げをくらい、思考は木っ端微塵に砕かれた。

「んぁ……ッ、あ、あああ……ァあッ」

　捏ね回される肉芽が新たな悦楽を産み、三点から注がれる愉悦に泣き喘いで四肢を震わせた。

　あと少しで達してしまう。

　彼も限界が近いのか、動きが一層速くなった。

　互いの局部からは、ひっきりなしに淫蕩な音が響いている。穂乃果の爪先が丸まりながら、何度もヒクついた。

「……ぁ……ァああああッ」

「っつ……」

　穂乃果が高みに放り出され全身を強張らせた直後、優司の屹立も薄い皮膜越しに欲望を放った。

　これまで一度も、彼は穂乃果の内側に吐精したことはない。

　初めての時こそ避妊具を付けてはいなかったが、その際にも白濁は腹の上に吐き出された。

　そのことが、少しだけ寂しい。優司の本音が淡く透けている心地がしたのだ。

　自分たちは本物になりきれないと、言われている気がした。勿論穂乃果としてもまだ子どもがほしいと具体的に考えたことはない。

　けれどだとしても、きっと自分は生涯、この夜を忘れることはないだろう。

　情熱的に求められ、痛みを分かち合った記念日だから。

　愛している、と心の中で繰り返す。

　優司の腕に抱かれ、最後に微睡むくらいは許されると思いながら。

　

　

　奇跡的に意識を取り戻した祖母は、驚くべきことに一般病棟へ戻ることも許された。

　その生命力と回復力には、医者も驚いたらしい。

　だが誰よりも喜んだのは、当然優司だった。

　穂乃果を連れて見舞いに訪れる度に、彼の表情は目に見えて明るくなる。そして祖母自身も元気を取り戻してゆくようだった。

「不思議ねぇ。あなたたちが仲よくしていてくれると、何故か気力が満ちてくるのよ。やっぱり家族の幸せは伝染するものなのかしら？」

　無数に繋がれていた管のほとんどは取り払われ、祖母は朗らかに笑った。そんな笑顔はもう見られないと内心諦めていた分、穂乃果も喜びに打ち震える。

　まるで神様が与えてくれた奇跡だ。

　実のところ祖母の病状は『危機を脱した』に留まらず快方に向かいつつあるのだから。

　──お医者さんは、『完治したわけではありませんが、腫瘍は随分小さくなっています。こんなこと、現代医学でも異例のことですよ。勿論これからも治療は欠かせませんが……余命は当初の予測より大幅に延びるかもしれません』と言ってくれたし……こんなに嬉しいこと、信じられない。

　けれど間違いなく現実だ。

　何よりも明るさを取り戻してくれた優司が、証拠だった。

　とは言え、いつまた病状が悪化しないとも限らない。体調が改善した理由も不明なので、油断は禁物だ。この先、結局また祖母は病魔に侵されてゆく可能性もある。

　だが幸せな時間を引き延ばせたのは、紛れもない事実だった。

　またそれは、穂乃果と優司の関係にも猶予がもたらされたのと同義だ。

　──こんなことで喜んではいけないのに──

　罪悪感が胸を軋ませ、この数日食欲はない。

　祖母と優司が睦まじく過ごしてくれる時間を守りたいと祈りつつ、本当の願いは別のところにあるのではないかと囁く自分がいた。

　彼女が生きていてくれれば、まだ彼の傍にいられる。必要としてもらえる。そんな気持ちが欠片もないとは思えず、穂乃果は己自身が嫌になった。

「……っ」

　いつの間にか、随分欲張りになった自分に呆れる。

　少し前までは、他人に傷つけられず静かに暮らせるだけで幸せだった。

　それこそ、外に出て働けるまでに回復したことで充分満足していたのだ。

　──でも今は……友人よりも濃い繋がりを優司さんと結びたいと思ってしまっている……

　ある意味、『結婚』や『恋人』は他者と関わる上で最も面倒臭く複雑なものだろう。あるようでない保証の上に、『約束』だけで成り立っている関係。

　危うく不確かで、脆くもある。

　そういう厄介な繋がりを遠ざけていたはずが、現在の穂乃果の願いは、真逆だった。

　優司とずっと一緒にいたい。願わくば、祖母も共に。

　穂乃果が身勝手かつ強欲な自分に落ち込んでいると、膝の上に置いていた手を皺深い手に突然握られた。

「……穂乃果さん、どうしたの？　何か悩みでもある？」

「え……っ」

　ここが祖母の病室であることを、数秒間失念していた。

　自己嫌悪に嵌るあまり、しばし表情が暗くなっていたらしい。

　今日も穂乃果は優司と二人で見舞いに訪れており、彼は丁度席を外した直後だった。

「あ、ご、ごめんなさい。ちょっと考え事をしていて……」

「まぁ、まさか優司に嫌なことでも言われた？」

「そんな、まさか！　優司さんはいつも優しいです。嫌なことなんて言われたこともされたこともありません。あんなに素敵な方、他には絶対いないと思いますし、むしろ私なんかが優しくされて不安になるくらいで……っ」

　ぼんやりしていたことをごまかそうとして、つい言わなくてもいいことまで口にしていた。

　捲し立てる穂乃果の勢いに驚いたのか、祖母は目を丸くしている。しかし次の瞬間には、楽しそうに破顔した。

「ふっ……、そんなに必死にならなくても大丈夫よ。穂乃果さんったら、あの子を庇ってくれて、ありがとうねぇ」

「庇うなんて、そんな……全部、本当のことです」

　自分には勿体ない。彼がほしいと願いながらも気後れしてしまうのは、釣り合わないと心のどこかで思っているからだった。

「祖母として、孫を褒めてもらえるのは嬉しいわ。でも、一つだけ訂正させて。貴女は『なんか』と卑下するような女性じゃない。それどころか優司には勿体ないくらいよ。あの子はああ見えて案外脆くてドライなところがあるからね。長くお付き合いするには、面倒な男だと思うわ」

　意外にも辛辣な『孫批評』に、穂乃果は瞳を瞬いた。

　けれどブンブンと首を左右に振る。

「とんでもない。優司さんみたいな完璧な男性、いないと思います。私の話をいつもじっくり聞いてくれるし、真摯に向き合ってくれます。それに……脆く見えるのは愛情深いことの裏返しです。本当はとても強い人でもあります」

「あらあら、そんなに褒めてくれるの？　嬉しいわぁ。だけど私から言わせれば、それは穂乃果さんが相手だからよ。あの子、これまで交際が長続きしたことがないの。どうしたって仕事優先で、去る者追わずだったから──って、私また余計なことを言ってしまったかしら？」

　過去の女の存在を匂わせたことに気がついたのか、祖母は慌てて口を噤んだ。

「ご、ごめんなさいね、穂乃果さん。変な意味はないのよ。ああ、どうしよう。また優司に怒られちゃうわ」

　慌てふためく彼女の様子が微笑ましくて、穂乃果は笑顔を浮かべた。別に不愉快になっていないと、祖母の手を握り返す。

「気にしていません。おばあ様がそういう意味で言ったのではないと、ちゃんと分っています」

「穂乃果さん……貴女本当にいい子ねぇ……──これからも、どうか優司をお願いね。貴女があの子の傍にいてくれると思うと、とても安心できるの……きっとこんなこと、穂乃果さんにしか頼めないわ」

　重ねた手に重みが加わる。それが祖母の本気を示しているかの如く感じられた。

　冗談でも軽口でもない。

　本当に心からの願いを告げられているのだと思った。

「私こそ──……ぅ……っ」

　穂乃果が自分なりに誠実に答えようとした刹那、吐き気が込み上げた。

　慌てて立ちあがり、トイレに駆け込む。今朝もあまり食欲がなかったせいでろくに食べていなかったため、吐くものは何もない。

　それでも嘔吐感が治まるまでには、多少の時間がかかってしまった。

「穂乃果さん、大丈夫っ？」

「は、はい、ごめんなさい」

「──おばあちゃんが欲しがっていた靴下、買ってきたけど──穂乃果、どうかしたのか？」

　穂乃果がトイレから出たところで、丁度優司が売店から戻ってきた。

　こちらの顔色の悪さを見て、彼も青褪める。買ってきたものを放り出す勢いで棚に置くと、穂乃果を速やかに椅子へ座らせてくれた。

「あ、本当に何でもないの……」

「馬鹿言うな、ふらついているじゃないか。まさかどこか悪いのか？」

「いいえ。朝食を抜いたせいかもしれません」

　あえて明るく言ってみたが、優司も祖母も険しい顔を崩さなかった。おそらく全く信じていない。だが数秒後、祖母が軽く目を見張った。

「……もしかして……優司、すぐに穂乃果さんを診てもらいなさい。そうね、内科はいつも混んでいるし、女は色々あるから婦人科がいいわ。ここの女医さんは、腕がよくて評判も最高だから。今日が無理でも予約は入れて帰りなさい」

「そういうものか？　でも、確かに一度診察してもらった方がいいかもしれないな。──重篤な病気が隠れていたら、困る」

　彼の脳裏に過ったのは、間違いなく祖母のことだろう。忙しさにかまけている間に彼女の病状が進行するまで気づけなかったことを、優司はずっと悔やんでいた。

「え……っ、私なら平気ですよ」

「駄目だ。──おばあちゃん、ごめん。今日はもう帰るよ。また次の休みに必ず来る」

「無理しなくていいのよ。たまには二人の時間を大事にしなさい。私なら、何だかすごく気力がみなぎってきたから！」

「……？　よく分からないけど、それはよかった。あ、これ靴下……」

　キラキラと輝く笑顔になった祖母を不思議な目で見つめながら、優司が靴下の入った袋を差し出した。それを受け取った彼女は、にこやかに手を振る。

「ありがとう。さ、早く帰って休みなさい。穂乃果さんの診察は必ず近いうちに受けさせるのよ」

「う、うん？」

　半ば追い出されるようにして、二人は病室を後にした。

　穂乃果としては若干腑に落ちない。それでもこれ以上二人に心配をかけるのは本意ではないので、優司に従い婦人科へ診察予約を入れることにした。

　と言うか、そうでもしなければ解放されない勢いだったせいだ。

　──まぁ、ずっと生理不順だし一度くらい診てもらうのも悪くないかな……

　引き籠る以前から、周期は乱れまちまちだった。まだ心と身体が完全には癒えていないのかもしれない。

　そんなことを思いながら窓口に行けば、運よくすぐに診察してもらえることになった。

　そして結果は──

「──妊娠……」

　最初に頭に浮かんだのは、『そんな馬鹿な』だ。何せ優司は穂乃果の中に精を吐き出したことはない。初めての時こそ流されてきちんと対処したとは言えないものの、その後は毎回避妊していたではなか。

　だから、到底信じられなかった。

　仮に完璧な避妊法などないと医師に説明されても、話の半分も聞き取れなかったほどだ。

　──どうしよう……優司さんを困らせたくはない。でも……──嬉しい。

　困惑と動揺の嵐の中、けれど少しだけ穂乃果が冷静になれば、真っ先に浮かんだのは歓喜だった。

　自分の腹の中に、大好きな人の赤ちゃんがいる。それが純粋に嬉しくて堪らない。

　急に自らの身体が宝物のように思えた。

　もう自分自身ですら粗雑に扱ってはいけないと強く思う。

　だが、待合室で不安げに待っていた優司の顔を見た途端、穂乃果はどう告げればいいのか迷ってしまった。

　想定外の妊娠。それは彼にとっても同じはず。いずれ終わりがくる関係なのに、迷惑にしかならないのではないか。

　──もしも彼に嫌な顔をされたら……？

　きっと自分は立ち直れなくなる。また暗い部屋の片隅で膝を抱えて蹲る己の姿が脳裏に浮かんだ。

「穂乃果！　どうだった？」

　落ち着かない様子だった優司が駆け寄ってきて肩を抱かれる。曖昧にごまかそうかと一瞬思ったものの、しかし穂乃果は嘘がどうにも苦手だった。

　こんな時に平気な振りをできるほど、肝は座っていない。不安を滲ませた瞳でつい彼を見返してしまった。

「──まさか、何か深刻な病気なのか……？」

「ち、違います……そうではなくて──」

「だったら、何故辛そうな顔を？　ここに座って。俺は君のためなら、何でもする。どうか頼ってほしい」

　婦人科の待合室から少し離れたベンチに並んで座り、優司に手を取られた。

　大きな掌は、急かすことなく穂乃果の言葉を待ってくれている。

　全てを打ち明けようと決意できるまで、優しく摩り、温め続けてくれた。

　その熱が穂乃果の勇気を奮い立たせる。

　──これ以上、狡い私になりたくない……まさかこんな終わり方をするとは思っていなかったけど、ひょっとしたら神様が私にくれた贈り物かもしれないじゃない……

　たとえ二人の関係が壊れてしまうとしても、隠し通すのは以ての外だ。いずれ秘密は露見する。だったら、自らの口で告げるのが、最低限の礼儀だと穂乃果は心を決めた。

「──……実は……子どもが……赤ちゃんが、ここに……いるんです」

「えっ」

　恐る恐る口にしてから、穂乃果は別の男性との関係を疑われる可能性に思い至った。自分でもついさっき、『そんな馬鹿な』と考えたのだ。

　彼にしてみれば青天の霹靂だろうし、とても受け入れ難いに決まっている。そんな中、避妊をしていなかったのはたった一回。確率的にはとても低いと思うはずだ。

　ならば悪意がなかったとしても、『我が子ではない』と考えたところで、不思議はなかった。

　けれど。

「──穂乃果、俺と結婚してほしい」

「え……？」

　驚きの声を発したのは、今度は穂乃果の方だった。

　今、聞こえた言葉が信じられない。きちんと耳には届いたのに、上手く意味が汲み取れなかった。

　それなのに、心臓だけはドクドクと高らかに脈打つ。あっという間に速度を増し、全身が熱を帯びた。

「……あの……何て……？」

「病院でプロポーズするとは思っていなかったけど、本当はずっと君に言いたかった。偽物じゃなく、本物の俺の家族になってほしいって──」

「それは……私がいると、おばあ様の容態が安定するからですか……？」

　万が一孫夫妻が別れたとなれば、祖母はショックで体調を崩してしまいかねない。だから穂乃果を引き留めておきたいのだろうか。

　そんな風に穿った見方をしてしまう穂乃果の眼前で、優司は激しく首を横に振った。

「違う！　そう思われるのが怖かったから、言えなかったんだ。君はきっと俺たちに同情して、断り難くなるに違いないと考えて……」

「優司さん……」

　だったら、自分と同じだ。

　純粋な恋愛感情ではなく打算で相手を縛り付けてしまうのが怖くて、身動きが取れなくなっていた。好きな人を思いやるあまり、臆病になっていたのは否めない。

　すっかり尻込みして、一歩踏み出す勇気を振り絞れなかったのだから。

「君を、一人の女性として好きだ。出会い方も始まり方も特殊だったけれど、この気持ちは嘘じゃない。祖母のことがなくても、穂乃果と一緒になりたいんだ」

　握られた穂乃果の手は彼の両手に包み込まれ、祈りを捧げるように優司の額へ導かれた。

　その全身が、微かに震えている。

　伏せられた双眸には、不安が揺れていた。

　嘘ではないのだと彼の言葉以上に態度が語っている。切実な愛を告げられたのだと、穂乃果にもようやく実感できた。

「わ、私でいいんですか？」

「君でなくちゃ駄目だ」

　心を寄せる相手から同じ想いを返されることは、奇跡に等しい。穂乃果の両目からは涙が溢れ出た。嗚咽が込み上げ、喉が震える。それでも、大事なことは伝えなくては。

　これまで長い間言えなかったこと。

　本当はかなり前から伝えたくて堪らなかった本当の気持ち。

　大きく息を吸って、一音ずつ噛み締めるように吐き出した。

「──私を……優司さんの本当のお嫁さんにしてくれますか……？　私もずっと、貴方のことが好きでした」

「穂乃果……っ」

　人目もはばからず強く抱き合う。

　重なる鼓動はいつもより早く、互いに緊張していたことが伝わってきた。

　だがその緊張が緩めば、残るのは酩酊するほどの幸福感だけ。世界には二人しかいない錯覚の中、離れまいと身を寄せる。

　だからある意味幸いと言うべきなのか、周囲の人々が興味津々でこちらを見守っていることには、二人とも全く気づかなかった。

　

　

　穂乃果の身体を慮り安定期を待って、晴れ渡った青空がどこまでも続く日。

　純白のドレスは腹を圧迫しない、ゆったりとしたもの。

　偽りとは言え、一度結婚式は挙げているので、二度目は穂乃果の母親を含めごく近しい人だけを呼んで写真撮影のみ行った。

　母は不満そうであったが、仕方ない。こちらとしては二度目のウエディングドレス。写真撮影だけでも、それなりのお金がかかるのだ。

　優司はもう一度挙式してもいいと言ってくれたが、そこは丁重に断った。病院で互いの想いを確認し合い、翌日即入籍してくれただけで充分だ。

「……穂乃果のお義母さんには、悪いことをしちゃったな……」

「大丈夫です。それよりも娘が最高の結婚相手を捕まえたと大喜びしていましたから」

　彼が実家に挨拶に来てくれた時もそうだったけれど、母のはしゃぎっぷりはすごかった。あれでは披露宴を行っていたら、とんだ醜態を晒していたかもしれない。

　穂乃果が苦笑しつつ言えば、優司も笑ってくれた。

「喜んでくれたなら、よかった」

「イケメンの息子ができたって、近所で言い触らしています。──それより、私にはおばあ様が全部知っていたなんて、今でも信じられません……」

　偽りを人知れず真実にするべく、二人は細かい経緯も今日の写真撮影についても祖母には秘密にするつもりだった。

　けれど穂乃果の妊娠報告を兼ね揃って見舞いに行った際、彼女から爆弾発言をされたのだ。

　祖母は初対面で、既に二人が本物の恋人ではないと見抜いていたらしい。

　ほんわかしているようで、侮れない。

　──『伊達に長生きしていないのよ。年寄りの人を見る目を馬鹿にしちゃいけないわ。一目で、「あ、この二人は結婚を考えるような親密な仲じゃない」って分かったもの』

　とのことだった。

　まさかバレているとは知らず、必死に仲睦まじい様を演じていたのが恥ずかしい。だがその後祖母が言ってくれた言葉が、穂乃果の居た堪れなさを解消してくれた。

　──『……だけどね、とってもお似合いだとも思った。優司には穂乃果さんしかいないって直感したのよ。だから何も気づかない振りをして、多少強引にでもくっつけちゃおうと思ったの。──私が逝ってしまった後、あの子が独りにならないように……』

　彼女は、自分の命があまり長くないことも察していたらしい。それで非常識だと思われても構わないから、外堀を埋めていったのだと話してくれた。

　──『今考えると、本当にとんでもないおばあちゃんよねぇ。孫の結婚に口出しして、気に入ったお嬢さんを逃がすまいと画策していたんだから』

　しかしそのおかげで今がある。

　確かに祖母のしたことは『多少強引』どころの話ではなかったが、もし彼女がいなければ穂乃果と優司は外側だけを取り繕った『偽物』の域を出ることはなかっただろう。

　──『……穂乃果さんは、私たちにとって奇跡そのものよ。貴女が来てくれてから、どれだけ救われたことか……その上、赤ちゃんまで。私、ひ孫の顔を見るまで絶対に死なないわ』『顔を見るだけでなく、沢山可愛がってください』

　前向きに未来を語る祖母は、生きる気力に満ちていた。

　未だ完治には遠くても、数か月前より格段に病状はよくなっている。何より、かつて『三か月』と告げられた余命は撤回され、期限を切られることがなくなったのだ。

「人間の力って、すごいですね……」

「穂乃果とこの子のおかげだよ。まさに君は、僕たちに奇跡を運んでくれた。いるだけで心を穏やかにしてくれ、気持ちを上向かせてくれる。それだけでも尊いのに、新たな命は希望になってくれたんだから……それとも、僕らのキューピットと言った方がしっくりくるかな？」

「優司さんったら……」

　写真撮影と挨拶を終え、帰宅した今は二人きりの時間だ。

　妊婦である穂乃果に負担をかけないため、速やかにお開きとなった。

　結局優司の部屋でそのまま新婚生活を送ることに決め、穂乃果は数か月前に彼のマンションへ居を移している。

　しかし晴れて本物のウエディングフォトを撮ったからか、昨日までとは室内が違って見えた。

　──不思議……今までも一緒に暮らしてきたのに、急に『自分の家』という感覚が高まったみたい。

　実際、二人で帰ってきた時には、これまで以上に『帰宅した』思いが強まった。

　ここが己の帰る場所だと心の底から認識したみたいだ。それが擽ったくもあり、喜ばしくもある。

「これからも、よろしくお願いします。優司さん」

「うん、こちらこそ。愛しているよ、穂乃果」

　向かい合って微笑み合い、自然と抱き合った。場所は寝室。彼が穂乃果の身体を過保護なまでに気遣うあまり、横になるよう提案したのだ。

「さ、もう休んで。今日は疲れただろう？」

「疲れていないと言えば、嘘ですけど……」

　もう少し傍にいたい。それが、正直な本音だった。

　穂乃果の妊娠が発覚して以降、優司は身体を求めてこない。キスや抱擁のスキンシップはあっても、それだけだ。

　過剰なくらい大事にされている。それは嬉しい。

　けれど、物足りないと思ってしまう自分は、ひょっとしたら淫乱なのだろうか。

　──お医者さんからは、もう大丈夫だと言われたのに──

　とは言え、自ら彼を誘うなんてとてもできず、穂乃果は曖昧に言葉を濁しながら優司の袖口を掴むのが精一杯だった。

　だが恐る恐る視線を上げた先で彼と目が合い、拙い誘惑は充分に伝わったのだと知る。

「……穂乃果、どこも辛くない？　お腹が張ったりとかは？」

「へ、平気……です。このところ食欲も戻っていますし」

　袖口を摘まんだ指先にキュッと力が籠った。

　頬が上気し、心臓も高鳴っている。全身が火照る感覚は、随分久し振りのものだった。

「……気分が悪くなったり痛みを感じたりしたら、すぐに教えて」

「はい……」

　最初から舌を絡ませる深いキスは、淫猥な行為の予感を漂わせていた。

　口内を舐められ擦られ、歯列を辿られたかと思えば啜られて、指先まで愉悦が広がる。

　腰を撫でられ、耳朶を擽られると、座っているのにくずおれそうになった。

「あ……」

「本当は、かなり我慢していた。特に今日の穂乃果はとても綺麗だったから……」

　穂乃果がウエディングドレスを纏った姿を思い出しているのか、優司が滾った呼気を吐き出した。それにつられて、穂乃果も彼のタキシード姿を思い起こす。

　前回も素敵だと感嘆したけれど、今回もそれ以上によく似合っていた。さながら、物語に登場する王子様そのもの。

　そんな子どもじみた感想は恥ずかしくて口にできなかったが、視線を逸らすことも難しかった。

「瞬きする間も惜しかったよ」

　優司も同じ思いで自分を見つめていてくれたのだと分かり、体内が甘く疼く。愛おしさが膨らんで、穂乃果は彼の背中へ両腕を回した。

「私、とても幸せです」

「俺の方が幸福感に酔いしれているよ。こうして君を手に入れられるなんて、今でも夢かと疑ってしまう」

　啄むキスを繰り返しながら、互いに服を脱がせ合った。

　一枚ずつ脱ぎ捨ててゆく度に、心も軽くなってゆく気がする。やがて素肌を晒す頃には、何物にも隔たれない愛しい人の温もりを堪能していた。

「こうして抱き合っているだけで、気持ちがいい」

「その通りだけど、俺は少しだけ物足りないかな」

　耳元で囁かれた優司の声が、媚薬めいた効果を発揮した。穂乃果の心だけでなく、体内も潤わせる。

　滲む蜜を感じ、膝を擦り合わせたくなるほど。

「お腹に負担をかけたくない。今日はこうして抱き合おうか」

「あ……」

　二人揃って横臥して、後ろから抱きしめられた。

　まだ穂乃果の腹はさほど膨らんでいないけれど、それでも仰向けになると苦しくなることもある。

　下腹を撫でてくれる手があまりにも温かく優しくて、『優司の顔が見えないせいで寂しい』という思いは、満足感に置き換わった。

「こ、この体勢は初めてですね」

「うん。子どもが生まれたら、もっと色々試そうか？」

「えッ」

　照れをごまかしたくて言っただけなのに、ひどく淫らな意味に解釈されたことに驚く。慌てて後ろに首を巡らせると、彼は悪戯が成功した子供のような笑顔をしていた。

「か、揶揄ったんですか？」

「いや、本気だよ。でも穂乃果も満更でもないようで嬉しいな」

「ち、違……そんなつもりじゃ」

「いつまで経っても、穂乃果は可愛い」

　背後からゆったりと胸を揉まれ、頂が優司の掌に擦られる。それだけで穂乃果の口からは、か細い艶声が漏れた。

　待ち望んだ温もりに包まれて、安心する。同時に期待が高まって、既に肌はしっとりと汗ばんでいた。

「ん……っ」

「好きだよ」

　言葉一つで官能を煽るのだから、ひょっとしたら彼は王子様どころか魔法使いなのかもしれない。そうでも考えないと、穂乃果には納得できないほど、自分は優司に惹かれてしまった。

　それが祖母の言う通り、『相性ピッタリ』の証拠なのだとしたら、こんなに嬉しいことはない。

　心が彼を求め、その本能を抑え込む必要はないと言われているのも同然だった。

　これからも好きなだけ思いの丈を告げられる。愛していると伝える権利を貰え、更には傍にいることも許されたのだから。

　穂乃果の肢体を慈しむように、優司の手が身体の線をなぞってきた。

　乳房から腰の括れを辿り、臍へかけて斜めに移動する。再び下腹で落ち着いた掌は、そのままクルクルと円を描いた。

「ん……っ」

　穂乃果の脚の間に彼の膝が潜り込み、じりじりと付け根目指して上昇してくる。

　焦らす動きがもどかしく、意図せず媚びた呻きが漏れてしまった。

「は……っ」

　そんな穂乃果を宥めるつもりなのか、侑吾の指で乳房の飾りをキュッと摘まれる。以前より過敏になっているそこは、いやらしく色づき硬くなった。

「子どもが生まれたらそうもいかないけど、今はまだ俺だけのものだよね？」

「へ、変なことを言わないでください……っ、ぁ、ん」

「変じゃないよ。でも俺も父親になるのは初めてだから、我が子に嫉妬しないとも限らない。その時は、穂乃果が諫めてくれ」

　腹を撫でていた優司の手が再度下降を始め、下生えを掻き分けた。その奥には敏感な花芽が隠れている。

　彼に触れてもらえる時を待ち望み、今か今かと蜜を垂らしていた。

「あ、ふ」

　そこはもう、ほんの少しの摩擦で愉悦を貪るようになっている。優司の指先が掠める刺激により、全身を戦慄かせてしまうほど。

　反射的に腰を引いた反動で、穂乃果の尻に硬いものが押し当てられた。それが何であるかなど、確かめるまでもない。

　逞しい楔に柔らかな双丘を押され、花弁が切なく疼いた。

「こら。そんな誘い方、どこで覚えたんだ？」

　滴る色香を滲ませ囁かれた声音に、ゾクゾクする。

　誘惑していると言うなら、それは彼の方だ。いつだって穂乃果を翻弄し、淫靡に作り変えてしまう。しかもそれが嫌でないから、困りものだった。

「教えてくれたのは、優司さんです」

　それでもやや悔しくなって、穂乃果は自分の手を背後に回した。先ほどからわざとか偶然か屹立の先端が何度も尻に触れている。振り返らずとも分かる。

　いつも自分に極上の幸福感と快楽をくれる肉槍へ触れ、後ろ手のまま硬い昂ぶりをするりと撫で上げた。

「……っ」

　かなり我慢していたというのは、あながち誇張ではなかったようだ。

　優司はビクッと腰を震わせ、短い呻きを漏らした。

「……まったく……俺の奥さんは、どうやら小悪魔でもあるのか」

「た、たまには私だって反撃します」

「案外負けず嫌いなんだな。でもそこも魅力的で可愛い」

　まともに言葉を交わすようになってから、まだ一年にも満たない。互いに相手について知らないことは沢山ある。

　けれどそれは、これから一つずつ知っていく楽しみを示唆していた。

　これからは二人並んで歩いていけばいい。様々なことを相談し、何度も対話を重ねて、長い時を共にするのだから。

　想像する未来には、幸せのみが輝いていた。

「……ぁっ……」

　莢から顔を覗かせた肉芽を転がされ、喜悦が末端まで広がってゆく。

　穂乃果が身体をヒクつかせる度に滑りが増し、二本の指で捏ねられると、蕾はぬるぬると逃げた。それがまた気持ちよく、噛み殺せない嬌声が穂乃果の喉を震わせる。

　うなじに優司の鼻が擦りつけられるのも堪らない。湿った呼気が降りかかり、新たな愉悦の種が埋め込まれた。

「ん……っ、ふ、ぁ……あ」

「もっと声を聞かせて。どれだけ俺が飢えていたと思うんだ？　君はご褒美をくれてもいいと思う」

　蠱惑的な低音は、話す振動すら恍惚を生じさせる。

　首の後ろを強めに吸い上げられ、痕をつけられたことを悟っても、穂乃果は文句を言う気にもなれなかった。

　むしろ嬉しい。いつかは自分からも同じように彼に痕をつけてみたい。ただしそんな野望が優司にバレれば、甘い反撃を食らいそうな予感があった。

「穂乃果、片脚を少し持ち上げられる？」

「……んッ」

　促されるまま上になった右足を軽く上げると、彼がしっかりと抱え直す。

　横たわった状態で大きく足を開かされるのは慣れない分、戸惑いもある。だが淫芽を摩られる心地よさに、穂乃果の羞恥心は薄らいだ。

「あ……ぁ、ふ……」

　クチクチと濡れた淫音が蜜口から響く。陰唇はすっかり綻んで、淫らにヒクついていた。

「俺に抱かれたいって、思ってくれていた……？」

「き、聞かないでください……っ」

　だがいくら言葉で否定しても、優司の指に吸い付く媚肉は正直だった。さも美味そうに彼の指をしゃぶり、涎を垂らしている。

　早くちょうだいと強請る気持ちは、穂乃果の揺れる腰からも明らかだった。

「そんなに可愛いことをされたら、理性が吹っ飛びそうだ」

　こめかみに口づけられ、目尻も啄まれる。頬骨に添って点々と移動したキスが、雨の如く降り注いだ。

「ぁあ……」

　花芯を弄る指先に、激しさはない。ひたすら穂乃果の快楽を優しく引き出してくれた。

　揺蕩うようにその悦楽に浸かり、彼の胸板に寄りかかれば、蜜窟の中へ優司の指が入り込んだ。

　濡れそぼった肉襞は、久方振りでも優司の形と触れ方を覚えている。騒めきつつ大歓迎で蠢いた。

「はぅ……っ」

　ゆっくり摩られると、もどかしさと喜悦が拮抗した。本当はもっと激しくしてほしくもある。けれど全ては穂乃果の身体に彼が配慮してくれているのだと思えば、溢れんばかりの愛情を感じられた。

　宝物同然に扱われ、一つ一つ愉悦を刻み込まれる。

　その歓喜自体が快楽を産み、これまでになく緩やかに穂乃果は高みへ押し上げられた。

「……ぁ、ああ……っ」

　嵐の中でもみくちゃにされる絶頂感とは違う、温い湯に身を任せているのに似た快感。

　それでも物足りなさはまるでない。身体で伝え合う愛情は、充分に受け取れたためだ。

「は……優司さん……」

　今度は彼にも自分の愛情を受け取ってほしくて、穂乃果は甘えた声で優司を呼んだ。

「うん……俺にも穂乃果を味わわせて」

「……っ、ぁ、ん……っ」

　淫道に愛しい男の一部が入ってくる。

　秘かに案じていた痛みは、欠片もなかった。あるのは、天にも昇る心地よさだけ。

　淫路が満たされてゆく法悦に、穂乃果の持ち上げられた片脚が空を蹴った。

「……温かい」

　剛直の全ては埋めきらないまま、彼が感慨深げに息を吐く。深く突いてはよくないと思っているのだろう。そんな気遣いも悦びに変換され、穂乃果の胸をいっぱいにした。

「ん……動いてください。私も……優司さんを感じたい……」

「時折、君の無自覚な誘惑が怖くなるよ」

　苦笑交じりに囁かれた声音には、呆れよりも面白がっている響きがあった。どうやら嫌がられてはいないのだと分かり、ホッとする。

　そこで勇気を出した穂乃果は、自分から腰を前後にくねらせた。

　隘路を硬い楔が往復する。僅かに摩擦されるだけでも、めくるめく官能が湧き起った。

　どこもかしこも火照って仕方ない。渇望が溢れそうになり、一度揺らめかせた腰が止められなくなる。

　穂乃果が息を弾ませて自ら愉悦を追うと、背後で優司がゴクリと喉を鳴らす音がした。

「せっかく優しくしようと心がけているのに、存外意地が悪いな。穂乃果は」

　いつしか右足は下ろされて、互いに下肢を伸ばしたまま繋がった。

　優司が身体を揺らすと、穂乃果も同じ律動を刻む。さながら寄せて返す波のよう。胸の飾りと花芯を転がされつつも、包み込まれる安らぎの方が強かった。

「……ぁ、あ、あ……ッ」

　ぱちゅんぱちゅんと淫音が弾ける。恋しかった昂ぶりが穂乃果の内壁を隈なくこそいだ。

　挿入は浅く、刺激は少ない。その分、彼に丸ごと預ける安心感や信頼感が高まった。

　いつだったか後ろから抱かれた時とは似ているようでまるで違う。どちらがいいという話でもなく、穂乃果は快楽以上の幸福感を享受した。

「は……ぁアッ……ぁ、あ」

　大切な人と体温を交換し合い、スローペースで愛を交わす。快感に翻弄されない分、相手の存在を深く感じ取ることができた。

　吐息に擽られ、鼻先で愛撫されて、五感の全部が優司に満たされる。余裕があるからか、淡い刺激でも充分気持ちがいい。穂乃果はもはや自らは動かず、全てを彼に任せた。

「ふぁ……ぁ、あっ、優司さん……ぁ、ん」

　じっくり時間をかけて、至極緩慢に上り詰めてゆく。

　花芽を扱かれれば、蜜窟がきゅうっと収斂した。乳嘴を転がされれば、蜜液が溢れる。

　とても丁寧に導かれ、穂乃果はゆったり穏やかに高みへと押し上げられた。

「……ぁ、あああ……ッ」

　内壁が蠕動し、中にいる優司の肉槍を抱きしめた。彼にしてみれば満足に動けたとは言えないはずだ。それでも皮膜越しに優司が欲を放ったことが伝わってくる。それが、堪らなく嬉しい。

　背中側から抱きしめられ、隙間なく密着し、互いの乱れた息と心音が全く同じリズムを刻んでいることに耳を傾ける。汗ばむ肌も、境目が分からなくなるくらい同等の熱を孕んでいた。

　そんな中、彼は穂乃果の腹に手を当て、気を配ってくれる。

　耳や首筋にキスをされ、穂乃果の目尻を涙が伝った。

　──幸せ……

　以前の職場を去った際には、未来は一寸先も見通せなかった。けれど今は、希望溢れる夢だけが見える。

　しかもそれらは夢で終わることはない。

　穂乃果と優司の二人で──さらには祖母と我が子も加えて、これから先も築き上げてゆくものだ。

　腹に添えられた彼の手に自分の手を重ね、穂乃果は幸福感を噛み締めた。

　願わくば、一秒でも長くこの時を。

　未来のことは誰にも分からないものの、よりよくしようと足掻き続ければきっと道は開ける。

　暗闇の中を這いずっていた自分だって、こうして未来を拓くことはできた。

　──それも全部、優司さんたちのおかげ……

　奇跡と呼ぶなら、この出会いこそがそうに違いない。救われたのは、誰よりも穂乃果自身だ。

　トラブル続きで最悪だと思っていた始まりの日を、今は愛しく思い起こせた。あの日は神様の悪戯であり、ご褒美だったのかもしれない。

　その後何を選び、どう転ぶかは穂乃果次第だったとしても。

　だとしたら、辛過ぎた過去の出来事も意味があったのだと受け入れられる。

　──そう思える強さを身につけられたのも、間違いなく優司さんたちのおかげ──

　今や懐かしさを伴って思い出すかつてのことは、もう遠い出来事だった。

　当時の関係者に恨みがないとは言わないが、自分の人生からは完璧に切り離せた。もはや彼らがどうなろうとどうでもいい。

　あんな人たちに時間や感情を奪われる方が勿体ない。それなら穂乃果を大事にしてくれる人たちに全力で向き合いたかった。

「穂乃果……どこも苦しさや痛みはない？」

「ありません。でも……向かい合って抱きしめてほしいです」

　背中側から包まれるのも悪くはないけれど、やはり顔を見て抱き合いたい欲に抗えなかった。

　穂乃果の願いを聞き届けた優司に反転させられ、彼の胸に改めて抱き込まれる。

　汗の匂いと優司自身の香りを胸いっぱい吸い込んで、穂乃果は思い切り彼の胸板へ密着した。

「お腹、潰れていない？」

「心配してくれて嬉しいですが、さっきからそればかりですよ、優司さん」

「だって、大事な宝物二人分だからね。そりゃ過保護にもなる」

　額に送られた口づけは、言葉より雄弁に愛情がだだ洩れていた。髪を梳いてくれる指先も、絡め合う両脚も、全部が愛おしいと叫んでいる。

　自分からも想いを返したくて、穂乃果は柔らかに微笑んだ。

「貴方に出会えて、私は世界一の幸せ者です」

　彼の身体と熱に包まれ、とろとろとした眠気が忍び寄る。

　流石に疲れが溜まっていたらしい。充足感に満たされれば、身体は休息を求めていた。

「お休み、穂乃果」

「……お休みなさい……優司さん……」

　目が覚めたら、また二人で祖母の見舞いに行こう。

　そう約束を交わし、穂乃果は夫の腕の中で静かに瞼を下ろした。

　起きた時に彼がいてくれたらいいのにと、切実に願わなくても、もう大丈夫だ。

　きっと優司は微笑みながら『おはよう』とこれからは毎朝言ってくれる。そして穂乃果も、彼に同じ言葉を返すのだと口元を綻ばせた。
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　初めましての方もそうでない方もこんにちは。

　山やま野の辺べりりと申します。

　濃蜜ラブルージュさんで書かせていただくのは、二度目になります。

　今回はわりとシリアスめなお話になりました。それでも暗くなりすぎないよう、希望を散りばめて仕上げたつもりです。

　少しずつ距離を縮めてゆく二人を描写するのは楽しかったです。

　文章量的に、あまりその経緯について長く割くことは難しいのですが、唐突にラブラブ展開になるのも違うかな……と。

　結果、前半部を丁寧に書かせてくださり、担当様に感謝しております。

　過去に辛いことがあって他者との交流に腰が引けているヒロインと、現在進行形で辛い状況にあるヒーロー。

　そんな二人がじっくり理解を深め、惹かれ合ってゆくさまを楽しんでいただけたら、幸いです。

　我ながら優しい話が書けたと思っています。人間、一人では生きていけないんだよなぁと改めて思う毎日。

　勿論、官能シーンも頑張りました！

　主人公二人は、この先も労わり合いながら幸せに暮らしてゆくだろうなと想像しています。きっとおばあちゃんは何だかんだで長生きします。というか、してほしい。

　そういうご都合主義なら、大歓迎だと思っています。

　この物語の完成に携わってくださった全ての皆さまに、心からありがとうございますと伝えさせてください。

　表紙を描いてくださった小こ島じまきいち先生、セクシーなイラストにドキドキしました。

　ヒーローの鋭い眼差しと、ヒロインの庇護欲をそそる雰囲気が、最高に好きです。私のドストライク。

　拡大してじっくり見たのは、私だけではあるまい……

　最後に、ここまで読んでくださった皆さまへ、五体投地で感謝を。

　もしあとがきを先に読んでいたら、軽くネタバレしてしまい、申し訳ない。

　でも最高にハッピーを目指したことを伝えたかったのです！

　読後感が爽やかで幸福感に溢れたものでありますように。

　それではまたどこかでお会いできることを願って。

　お読みくださり、ありがとうございました！






山野辺りり









【著者紹介】

甘いものがないと、働けない女です。心の栄養のはずが、余計な身体の栄養にもなっているのは何故でしょう？







濃蜜ラブルージュ

偽いつわりの婚こん約やく者しゃから身みごもり極ごく甘あま夫ふう婦ふに至いたるまで

～強こわ面もて課か長ちょうの秘ひ密みつ契けい約やくから始はじまる愛あいの取とり引ひき～
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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